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一
、
は
じ
め
に 

 

『
千
載
佳
句
』
に
は
白
居
易
の
詩
句
（
以
下
、
白
詩
）
が
多
く
採
ら
れ
て
い
る
。
稿
者

は
、
そ
の
本
文
と
、
旧
鈔
本
お
よ
び
刊
本
と
の
校
異
を
「『
千
載
佳
句
』
白
詩
校
異
」

（
本
誌
第
８
号
、
お
よ
び
、『
文
化
継
承
学
論
集
』
第
１２
号
）
と
し
て
は
発
表
し
た
が
、
そ
こ
か

ら
は
、『
千
載
佳
句
』
と
刊
本
と
が
異
な
る
本
文
を
も
つ
と
き
、『
千
載
佳
句
』
本
文

は
旧
鈔
本
と
同
文
に
作
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
旧
鈔
本
研
究
か
ら
、

唐
鈔
本
・
旧
鈔
本
に
は
刊
本
と
は
異
な
る
本
文
に
作
る
箇
所
が
多
見
し
、
そ
れ
は
宋

代
の
印
刷
技
術
が
発
展
す
る
過
程
に
お
い
て
、
本
文
改
変
が
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註
１
）
。
唐
詩
の
唐
鈔
本
と
旧
鈔
本
は
詩
人
も
し
く
は
そ
の
時
代
の

本
文
を
留
め
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
が
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
は
そ
の
旧

鈔
本
の
本
文
を
写
し
取
っ
て
い
る
と
看
做
せ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
千

載
佳
句
』
所
載
の
詩
句
は
、
そ
の
唐
鈔
本
・
旧
鈔
本
の
散
佚
し
た
多
く
の
詩
人
の
、

原
態
に
近
い
本
文
を
留
め
た
も
の
と
い
う
期
待
が
も
た
れ
る
こ
と
に
な
る
（
註
２
）
。 

し
か
し
な
が
ら
、「『
千
載
佳
句
』
白
詩
校
異
」
の
詳
細
を
み
れ
ば
、『
千
載
佳
句
』

白
詩
本
文
が
旧
鈔
本
と
一
致
し
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
特
に
、
金
澤
文
庫
本
お

よ
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
は
、
本
文
を
異
に
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
上
述
の
拙
稿
『
千
載
佳
句
』
白
詩
校
異
」
を
分
析
し
て
、
ど
の
よ
う
な
異

同
が
見
ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
が
旧
鈔
本
系
本
文
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

『
千
載
佳
句
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
妹
尾
昌
典
氏
が
数
首
の
校
勘
を
行
っ
て
「
唐

代
の
古
態
を
残
し
て
い
る
箇
所
（
長
所
）
と
そ
う
で
な
い
箇
所
（
短
所
）
が
混
在
し

て
い
る
」（
註
３
）

と
評
し
、「
今
後
さ
ら
な
る
校
勘
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
研
究
が
為
さ

れ
る
べ
き
作
品
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、『
白
氏
文
集
』
神
田
本
や
『
管
見

抄
』
な
ど
の
唐
詩
旧
鈔
本
に
お
い
て
も
、「
唐
代
の
古
態
を
残
し
て
い
る
箇
所
（
長
所
）

と
そ
う
で
な
い
箇
所
（
短
所
）」
が
あ
る
。
氏
の
い
う
短
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
旧
鈔
本

研
究
の
視
座
に
立
て
ば
、
主
と
し
て
誤
写
に
よ
り
本
文
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。 



日
本
で
書
写
さ
れ
た
旧
鈔
本
は
、
中
国
書
物
に
対
す
る
尊
重
の
意
識
か
ら
本
文
を

忠
実
に
写
し
録
ろ
う
と
い
う
姿
勢
で
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
が
（
註
４
）
、
そ
れ
で
も
、
そ
の

本
文
に
誤
写
が
混
入
す
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
千
載
佳
句
』
が
底

本
と
し
た
唐
鈔
本
・
旧
鈔
本
に
す
で
に
誤
写
が
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、『
千
載

佳
句
』
が
書
写
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
も
ま
た
、
誤
写
に
よ
る
本
文
が
混
入
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。『
千
載
佳
句
』
本
文
の
研
究
の
た
め
に
は
、
誤
写
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

『
千
載
佳
句
』
の
個
々
の
詩
句
の
校
勘
作
業
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ
の
全
体
的

な
見
通
し
も
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
誤
写
の
混
入
は
ど
の
よ
う
な
箇
所
に
生
じ
や

す
く
、「
唐
代
の
古
態
」
か
ら
現
代
の
通
行
本
本
文
の
「
今
態
」
に
改
変
さ
れ
る
に
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
や
操
作
を
経
た
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
個
々
の
詩
句
の
校
勘
に

役
立
つ
は
ず
で
あ
る
。 

白
詩
は
唐
鈔
本
や
旧
鈔
本
の
残
存
す
る
稀
有
な
例
の
一
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
刊
本
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
貴
重
で
あ
る
。『
御
定
全
唐
詩
』
の
校

訂
を
概
観
す
る
と
、
詩
本
文
の
改
訂
に
は
時
代
ご
と
の
潮
流
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
註

５
）

が
、
そ
れ
を
例
証
す
る
こ
と
の
で
き
る
ほ
ぼ
唯
一
の
例
が
白
詩
で
あ
る
。『
千
載
佳

句
』
に
は
一
五
〇
人
以
上
の
詩
人
の
作
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
白
詩
本
文
に
つ
い
て

の
理
解
は
、『
千
載
佳
句
』
所
載
の
他
の
詩
人
の
作
に
も
敷
衍
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、

『
千
載
佳
句
』
本
文
が
旧
鈔
本
系
本
文
を
も
つ
の
で
あ
れ
ば
、
唐
詩
の
旧
鈔
本
本
文

か
ら
「
唐
代
の
古
態
」
を
適
切
に
抽
出
す
る
こ
と
に
も
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。 

本
稿
で
は
、
ま
ず
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
と
旧
鈔
本
の
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
同

文
で
あ
る
の
か
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
が
旧
鈔
本
系
本
文
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
（
第
二
章
）、
平
安
朝
朗
詠
集
に
収
録
さ
れ
た
白
詩
本
文
の
性
質

を
考
え
る
（
第
三
章
）。
平
安
朝
朗
詠
集
の
本
文
が
旧
鈔
本
系
本
文
で
あ
れ
ば
、
唐
詩

の
原
態
を
知
る
資
料
が
増
す
こ
と
に
な
る
し
、『
千
載
佳
句
』
所
載
詩
の
誤
写
を
考
え

る
上
で
も
役
立
つ
と
考
え
る
（
註
６
）
。 

 

凡  

例 

一
．『
千
載
佳
句
』
の
本
文
は
、
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
影
印
（『
貴
重
典
籍
叢
書 

国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
蔵 

文
学
篇 

第
２１
巻 

（
漢
詩
文
）』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
収
録
）
を
底
本
と
し
た
。

歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
に
は
欠
帖
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
詩
句
は
九
州
大
学
所
蔵
本
で
補
っ
た
（
作

品
番
号
３９
～
５１
。
本
文
の
後
に
〔
九
〕
を
付
し
た
）。 

一
．
以
下
の
諸
本
を
校
異
の
対
象
と
し
た
。 

『
千
載
佳
句
』
…
歴
博
本
（
上
述
の
底
本
）、
九
大
本
（『
松
平
文
庫
影
印
叢
書 

第
１８
巻 (

漢
詩

文
集
編)

）』（
新
典
社
、
一
九
九
七
年
））、
甲
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
和
学
講
談
所
旧
蔵
）、

乙
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
林
家
旧
蔵
）、
国
図
本
（
国
会
図
書
館
蔵
）。
現
在
知
ら
れ
て
い

る
『
千
載
佳
句
』
の
諸
本
は
こ
の
五
本
の
み
で
あ
り
、
歴
博
本
が
鎌
倉
写
本
、
九
大
本
と
甲

本
が
江
戸
前
期
、
乙
本
と
国
図
本
は
江
戸
中
期
写
本
と
さ
れ
て
い
る
（
註
７
）
。
各
々
、「
歴
」

「
九
」「
甲
」「
乙
」「
国
」
と
略
記
す
る
。 

『
和
漢
朗
詠
集
』
…
『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』（
二
玄
社
、
一
九
九
三
年
）
と
京
都
国
立
博
物
館

蔵
『
芦
手
絵
和
漢
朗
詠
抄
』（
ｅ
国
宝
（h

ttp
://w

w
w

.em
u
seu

m
.jp

/

）
に
て
画
像
公
開
）

を
用
い
る
。
芦
手
本
は
、
雲
紙
本
系
列
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
粘
葉
本
と
の
相
違
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
山
本
ま
り
子
氏
の
一
連
の
研
究
（
註
８
）

に
よ
り
、
芦
手
本
は
、
雲
紙
本
系
列
に

属
す
る
も
粘
葉
本
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
異
同

は
「
和
」
で
示
し
、
差
異
が
有
る
場
合
に
は
、
各
々
「
和
粘

」「
和
芦

」
と
記
す
。 

『
新
撰
朗
詠
集
』
…
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
影
印
で
あ
る
『
鎌



倉 

新
撰
朗
詠
集
』（
二
玄
社
、
一
九
八
四
年
）
と
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
新
撰
朗
詠
集
』（
松

田
武
夫
解
説
『
新
撰
朗
詠
集 : 

梅
沢
本
複
製
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
三
年
））
を
用
い
た
。

両
者
に
共
通
す
る
異
同
は
「
新
」
で
示
し
、
差
異
が
有
る
場
合
に
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
「
新
フ
ォ
ッ

グ

」「
新
東
博

」
と
記
す
。 

『
白
氏
文
集
』
旧
鈔
本
…
神
田
本
（『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
））、

金
澤
文
庫
本
（『
白
氏
文
集 

金
澤
文
庫
本
』（
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
八
三
年
））、『
管
見

抄
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）、『
白
氏
長
慶
集
巻
第
廿
二
』（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
「
唐
詩
残
篇

（
紙
背 

白
氏
長
慶
集
巻
第
廿
二
）」
と
し
て
ｅ
国
宝
（http://w

w
w

.em
useum

.jp/

）
に
て

画
像
公
開
。
虫
損
等
で
本
文
が
解
読
で
き
な
い
箇
所
は
『
佚
名
唐
詩
集
残
巻 

白
氏
長
慶
集

巻
第
廿
二
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）
で
補
っ
た
）、
敦
煌
本
（
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
蔵
。http://gallica.bnf.fr/

で
公
開
）、「
白
氏
詩
巻
」（『
藤
原
行
成
集
』（
二
玄
社
、

一
九
九
五
年
））。
各
々
、「
神
」「
金
」「
管
」「
長
」「
敦
」「
巻
」
と
略
記
す
る
。
白
氏
文
集

要
文
抄
に
つ
い
て
は
、
太
田
次
男
氏
の
調
査
報
告
に
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
を

記
す
（「
東
大
寺
宗
性
『
白
氏
文
集
要
文
抄
』」『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の

研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）。 

『
白
氏
文
集
』
刊
本
…
宋
刊
本
（『
白
氏
長
慶
集
』（
文
学
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
年
））、
馬
元

調
本
（
錢
謙
益
、
季
振
宜
遞
輯
、
屈
萬
里
、
劉
兆
祐
主
編
『
全
唐
詩
稿
本
』（
聯
經
出
版
事

業
公
司
、
一
九
七
九
年
））、
那
波
本
（
下
定
雅
弘
・
神
鷹
徳
治
編
『
那
波
本
白
氏
文
集 
宮

内
庁
所
蔵
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
））、
汪
本
（『
白
香
山
詩
集
』（
臺
灣
中
華
書
局
、

一
九
六
九
年
））。
各
々
、「
宋
」「
馬
」「
那
」「
汪
」
と
略
記
す
る
。 

『
文
苑
英
華
』
…
宋
版
（
李
宗
焜
整
理
『
文
苑
英
華
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇

〇
八
年
））、
内
閣
文
庫
の
明
鈔
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）、
明
刊
本
（『
文
苑
英
華
』（
中
華

書
局
、
一
九
六
六
年
））
で
異
同
を
示
し
た
。
明
鈔
本
は
「
英
明
鈔

」
と
略
記
し
、
明
刊
本
は

「
英
明
刊

」
と
記
し
、
両
者
を
さ
す
場
合
は
「
英
」
と
記
す
。
第
二
七
一
～
二
八
〇
巻
は
宋
本

残
巻
が
残
る
。
傅
増
湘
『
文
苑
英
華
校
記
』（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
該

当
箇
所
を
確
認
し
た
。 

『
萬
首
唐
人
絶
句
』
…
『
萬
首
唐
人
絶
句
』（
文
学
古
籍
刊
行
社
出
版
、
一
九
五
五
年
））
を
用
い

た
。「
萬
」
と
略
記
す
る
。 

『
楽
府
詩
集
』
…
中
津
濱
渉
『
楽
府
詩
集
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
〇
年
）
を
用
い
た
。

「
楽
」
と
略
記
す
る
。 

『
才
調
集
』
…
『
才
調
集
』（
台
湾
商
務
印
書
館
四
部
叢
刊
、
一
九
六
五
年
）。「
才
」
と
略
記
す

る
。 

『
唐
音
統
籤
』
…
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
珍
本
叢
刊 

唐
音
統
籤
』（
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
を
用
い
た
。「
唐
」
と
略
記
す
る
。 

一
．
本
文
は
旧
漢
字
通
行
字
体
を
用
い
、
異
体
字
の
区
別
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。
但
し
、
古
字
書

等
で
二
つ
以
上
の
漢
字
の
別
字
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
例
に
従
わ
な
い
。
踊
り
字
は
そ
の

前
の
漢
字
と
同
一
と
し
て
扱
う
。
異
体
字
の
判
定
に
は
、
字
様
や
金
石
文
お
よ
び
『
類
聚
名
義
抄
』

を
用
い
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、「
万
」
と
「
萬
」
は
時
代
性
を
表
現
す
る
も
の
と
認

識
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
両
者
を
区
別
す
る
。 

一
．『
千
載
佳
句
』
本
文
す
べ
て
を
例
示
す
る
場
合
、
拙
稿
「『
千
載
佳
句
』
白
詩
校
異
」（
本
誌
第
８
号
）

と
同
じ
く
、
以
下
の
書
式
に
従
う
。 

金
子
番
号 

本
文
（
七
字
で
区
切
る
） 

作
者
注
／
詩
題
註 

 

花
房
番
号 

 
 
 

そ
の
本
文
を
も
つ
諸
本
リ
ス
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
波
本
詩
題 

 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕 

※
異
同
が
な
い
と
き
に
は
省
略
。 

一
．
本
文
中
の
割
注
に
関
し
て
、「
一
作
～
」
な
ど
本
文
に
か
か
わ
る
割
注
は
小
括
弧
で
く
く
る
。 

 

   



二
、『
千
載
佳
句
』
と
旧
鈔
本
の
本
文 

 
先
行
研
究
（
註
９
）

で
は
、『
千
載
佳
句
』
諸
本
の
訓
点
や
書
入
等
を
精
査
し
て
、
鎌
倉

写
本
一
本
と
江
戸
写
本
四
本
の
『
千
載
佳
句
』
諸
本
を
二
系
統
に
分
け
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
の
白
詩
詩
句
の
本
文
に
関
し
て
は
、
上
述
の
拙
稿
「『
千
載
佳
句
』
白
詩
校

異
」
で
み
た
よ
う
に
、
異
同
は
極
め
て
少
な
く
、
誤
写
の
範
囲
と
い
っ
て
よ
い
。
こ

の
こ
と
か
ら
は
、
旧
鈔
本
書
写
の
場
合
と
同
じ
く
、『
千
載
佳
句
』
が
書
写
さ
れ
て
い

く
過
程
で
、
そ
の
底
本
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
に
写
し
取
ろ
う
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
と
看
做
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
（
註

１０
）
。『
千
載
佳
句
』
は
中
国
伝
来
の
書
物
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
中
国
伝
来
の
詩
句
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
江
戸

写
本
に
至
る
ま
で
、
忠
実
な
書
写
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

『
千
載
佳
句
』
は
、
大
江
維
時
（
仁
和
四
（
８
８
８
）
年
～
応
和
三
（
９
６
３
）
年
）

に
よ
り
撰
録
さ
れ
た
旧
鈔
本
本
文
を
留
め
て
い
る
と
断
定
し
て
よ
い
に
ち
が
い
な
い
。 

し
か
し
、『
千
載
佳
句
』
の
最
も
古
い
写
本
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
忠
実
な

書
写
の
姿
勢
を
実
証
で
き
る
の
は
鎌
倉
写
本
か
ら
江
戸
写
本
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
鎌

倉
写
本
成
立
ま
で
に
つ
い
て
は
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
上
述
の
よ
う

に
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
は
必
ず
し
も
旧
鈔
本
と
一
致
し
な
い
場
合
も
多
見
す
る
。 

本
章
で
は
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
の
内
容
を
検
証
し
て
、『
千
載
佳
句
』
の
本

文
が
旧
鈔
本
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
以
下
で
は
原
則
的
に
鎌
倉
写
本

を
『
千
載
佳
句
』
と
呼
ぶ
）。 

 『
千
載
佳
句
』
の
本
文
が
宋
刊
本
と
異
に
作
り
、
旧
鈔
本
の
本
文
と
同
文
で
あ
る
詩

句
は
、 

管
見
抄
… 

 
 
 

 

四
〇
例 

金
澤
文
庫
本
… 

 
 
 

三
六
例 

白
氏
長
慶
集
巻
廿
二
… 

     

一
二
例 

白
氏
詩
巻
…     

 
 

 

四
例 

に
及
ぶ
。 

一
方
で
、『
千
載
佳
句
』
本
文
が
旧
鈔
本
諸
本
の
そ
れ
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
旧
鈔
本
に
は
誤
写
が
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
に
旧
鈔
本
系
本

文
に
異
同
が
生
じ
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
例
か
ら
は
、
誤
写
と
い
う
の
で
は
説
明

で
き
な
い
異
同
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

金
子
番
号
→
千
載
佳
句
→
異
同
本
文
〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕 

で
示
す
。
異
体

字
で
あ
っ
て
も
複
数
の
意
味
を
持
つ
字
を
含
む
。 

管
見
抄
…

７１

卬
→
印
〔
乙
国
〕・
弔
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、
１１２

華
→
花
〔
和
・
管
・

宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
和
有
り
、
１３０

枯 古
イ

→
枯
〔
和
〕・
古
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
和
有
り
、
２１６

旋
→
於
〔
新
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
新
有
り
、
２２１

消
→
銷
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金

有
り
、
２９０

界
→
里
〔
和
粘

・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
眼
〔
和
芦

〕
※
和
有
り
、
３１９

幢
→
憧
〔
管
〕

※
金
有
り
、
４
５
３
閤
→
閣
〔
新
・
管
・
馬
汪
・
唐
〕
※
新
有
り
、
４７４

性
→
性
々
〔
管
〕
※
衍
字
、

４７９

衾
→
裘
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、

５０５

倚
→
傍
〔
新
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
旁

〔
管
〕
※
新
有
り
、

５１０

鉤
→
釣
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、

５４７

夜
→
ナ
シ
〔
管
〕

※
和
有
り
、
５９２

万
→
萬
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、
６５７

髪 鬢
イ

→
鬢
〔
和
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕

※
和
有
り
、
６５７

三
分
白
→
三
分
〔
管
〕
※
右
に
「
白
」、
７０４

兩
→
雨
〔
管
〕
※
金
有
り
、
７２０

酎



→
酣
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
要
有
り
、

７４７

瞼
→
臉
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

７４７

睇
→
瞵

〔
管
〕、
７６５

綠
→
淥
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
７８９

上
面
→
面
上
〔
管
〕、
７９５

屈
巵
→
ナ
シ
〔
管
〕、

７９５

未
→
來
〔
管
〕、
８１６

令
→
合
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
８１６

素
→
索
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

８２２

開
→
聞
〔
管
〕、
９４６

峽
→
浹
〔
管
〕
※
和
有
り
、
９８０

得
出
→
出
得
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

９９１

爐
→
鑪
〔
甲
・
和
・
管
・
宋
那
〕
※
和
長
有
り
、
９９４

向
→
歸
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
１０５４

秉 曳
イ

→
秉
〔
九
乙
国
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

１０５４

苦
行
→
行
苦
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

 

（
三
三
例
） 

金
澤
文
庫
本
…

７１

卬
→
印
〔
乙
国
〕・
弔
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
９３

淅沂
イ

→
沂
〔
金

巻
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
巻
有
り
、
１１３

那
→
爭
〔
新
・
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
新
有
り
、
１６８

箸
→
筯
〔
金
・
宋
馬
那
・
萬
唐
〕
※
新
有
り
、
１９８

深
→
染
〔
九
甲
乙
国
〕・
添
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・

唐
〕、

２１５

纐
→
夾
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕
※
和
有
り
、

２２１

消
→
銷
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・

唐
〕
※
管
有
り
、
３１９

万
→
萬
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
３２１

曜
→
嬥
〔
金
〕・
耀
〔
宋

馬
那
汪
・
唐
〕、
４０２

謝
→
酬
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
４６４

万
→
萬
〔
乙
国
・
金
・
宋
馬
那
汪
・

唐
〕、

４７１

宜
→
隨
〔
金
・
那
〕、

４７１

只
→
祗
〔
金
・
那
〕、

４７９

衾
→
裘
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・

唐
〕
※
管
有
り
、
４８８

坐
→
定
〔
金
〕、
４９７

湏
→
須
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
５０８

點
→
黙
〔
金
・

宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕
※
管
有
り
、
５１０

鉤
→
釣
〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
５１１

人
生

→
主
人
〔
金
・
那
〕
※
神
管
長
有
り
、
５３２

終
→
應
〔
金
〕
※
新
有
り
、
５８２

中
→
上
〔
金
〕
※
要

有
り
、
５８７

江
→
頭
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
６４４

卜 占
イ

→
占
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
６９１

潦
→

老 潦
イ

〔
金
〕、
６９１

且
→
亦
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
６９３

眼
→
眠
〔
金
〕、
７１１

案
→
接
〔
巻
〕・
按

〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
巻
有
り
、
７１５

點
→
黙
〔
金
〕、
７３４

苕
菷
→
咼
墮
〔
金
・
宋
馬
那
〕・

卨
墮
〔
汪
〕・
倭
墮
〔
唐
〕
※
管
有
り
、
７４６

花 飛
イ

→
花
〔
金
巻
〕・
飛
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
巻
有

り
、

８７３

連
夢
澤
→
連
雲
夢
澤
〔
金
〕
※
衍
字
、

９３２

薄
→
䮂
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
９３２

汗

→
䮧
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
寒
〔
英
明
刊

〕、
９５８

罇
→
樽
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
鐏
〔
英
明
刊

〕、

９６１

万
→
萬
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
１００８

移
→
□
〔
金
〕
※
管
有
り
、
１０２５

有
→
ナ

シ
〔
金
〕
※
和
有
り
、

１０４７

誰
→
何
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
英
萬
唐
〕 

 
 
 
 
 
 

（
三
八
例
） 

白
氏
長
慶
集
巻
廿
二
…

１１５

悵
→
□
〔
長
〕
※
虫
損
、
２４４

幾
→
歯
〔
長
〕
※
要
有
り
、
２４４

如
→
□
〔
長
〕

※
虫
損
、
２４４

夜
深
→
□
□
〔
長
〕
※
虫
損
、
２４４

獨
→
猶
〔
長
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
要
有
り
、

２４４

立
→
登
〔
長
〕
※
要
有
り
、
２５１

三
五
→
□
□
〔
長
〕
※
虫
損
、
４１１

佩
→
珮
〔
宋
馬
那
汪
・

唐
〕・
□
〔
長
〕
※
虫
損
、
４１１

漁
→
魚
〔
長
〕
※
和
有
り
、
４１５

秋
→
□
〔
長
〕
※
虫
損
、
４１５

同

年
→
前
年
〔
長
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、

５０２

法 共
イ

→
法
〔
長
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、
５３１

蕊
將
→

□
□
〔
長
〕
※
虫
損
、

６１４

焚
→
香
〔
長
〕、

６７２

爭
忍
→
□
□
〔
長
〕
※
虫
損
、

６７２

不
同
→
同

不
〔
長
〕
※
管
有
り
、

８３６

勺
句
イ

→
勿
句
イ

〔
甲
乙
国
〕・
句
〔
長
〕・
勺
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕          

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
七
例
） 

白
氏
詩
巻
…

９３

淅沂
イ

→
沂
〔
金
巻
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
金
有
り
、

３０９

蘢
→
籠
〔
巻
・
那
汪
〕
※

金
有
り
、
異
体
字
、
７１１

案
→
接
〔
巻
〕・
按
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、
７４６

花 飛
イ

→
花

〔
金
巻
〕・
飛
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

 
                    

（
四
例
） 

 
『
千
載
佳
句
』
と
『
管
見
抄
』
の
異
同
は
三
三
例
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、『
管
見
抄
』

が
孤
例
で
あ
る
場
合
、
お
よ
び
、
二
本
以
上
の
旧
鈔
本
本
文
が
一
致
し
て
い
る
の
に

『
千
載
佳
句
』
の
本
文
が
相
違
す
る
場
合
は
、
誤
写
の
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
は
『
管



見
抄
』
の
誤
写
、
後
者
は
『
千
載
佳
句
』
の
誤
写
で
あ
る
。
誤
写
で
あ
る
と
決
め
る

た
め
に
は
そ
の
本
文
の
中
身
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
誤
写
の
可
能

性
の
あ
る
も
の
を
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
と
、
本
文
に
異
同
が
あ
る
の
は
一
〇
詩
句
一

一
例
（
１３０
、
５０５
、
５９２
、
７４７
、
７６５
、
８１６
（
二
例
）、
９８０
、
９９１
、
９９４
、
１０５４
）
と

な
る
。 

そ
の
異
同
の
詳
細
を
み
る
と
、「
字
の
転
倒
」
が
二
例
（
９８０
、
１０５４
）
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
返
り
点
に
よ
る
訓
読
を
行
う
箇
所
に
起
こ
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
註

１１
）
（
こ
の
二
例
は
、
詩
句
の
内
容
か
ら
『
千
載
佳
句
』
の
誤
写
）。 

ま
た
、
字
体
の
類
似
性
か
ら
生
じ
た
誤
写
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
異
同
が
あ
る
。

「
令
」
と
「
合
」（
８１６
）
は
草
書
体
が
極
め
て
類
似
し
て
お
り
（「
合
」
の
草
書
体
に

「
令
」
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
）、「
素
」
と
「
索
」（
８１６
）、「
向
」
と
「
歸
」

（
９９４
）
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
九
州
国
立
博
物
館
蔵
『
白
氏
長
慶
集
巻
廿
二
』

は
草
行
書
体
で
記
さ
れ
て
お
り
、『
千
載
佳
句
』
撰
録
の
際
の
底
本
も
そ
の
よ
う
な
書

体
で
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、『
千
載
佳
句
』
撰
者
が
そ
れ
を
草
行
書

体
で
記
し
た
と
い
う
想
定
を
否
定
す
る
要
素
も
考
え
付
か
な
い
。
こ
の
三
例
は
、
詩

句
の
内
容
か
ら
『
千
載
佳
句
』
の
誤
写
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
東
宮
学
士
を
つ
と
め
た

選
者
の
大
江
維
時
は
唐
詩
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
も
ち
、
草
書
体
に
も
不
自
由
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
の
下
っ
た
『
千
載
佳
句
』
書
写
者
が
草
書
体
を
見
誤

る
こ
と
は
あ
り
得
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

の
こ
る
六
例
の
う
ち
の
五
例
は
、「
古
」
と
「
枯
」（
１３０
）（
註

１２
）
、「
傍
」
と
「
旁
」

（
５０５
、『
千
載
佳
句
』
は
「
倚
」
に
作
る
）
な
ど
形
声
文
字
意
符
の
有
無
に
よ
る
異
同
や
、

形
成
文
字
の
意
符
が
相
違
す
る
（
７４７
瞼
→
臉
、
７６５
綠
→
淥
、
９９１
爐
→
鑪
）
。
あ
と
か
ら
見

る
よ
う
に
、『
千
載
佳
句
』
と
諸
本
の
異
同
に
は
こ
の
よ
う
な
意
符
の
相
違
に
基
づ
く

も
の
が
少
な
く
な
い
。「
綠
」
と
「
淥
」（
７６５
）
の
異
同
は
、『
千
載
佳
句
』
の
書
写

者
が
そ
の
草
書
体
か
ら
「
淥
」（
こ
す
）
を
思
い
つ
か
ず
、
見
慣
れ
た
「
綠
」
と
認
識
し

た
誤
写
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
註

１３
）
。
一
方
、「
爐
」
と
「
鑪
」（
９９１
）
は
、『
白
氏

長
慶
集
巻
第
廿
二
』
は
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
に
作
っ
て
お
り
、
か
つ
刊
本
に
お
い

て
も
揺
れ
て
お
り
、
異
体
字
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
管
見
抄
』
と
『
千
載
佳
句
』
に
と
も
に
含
ま
れ
る
詩
句
の
中
で
、
旧
鈔
本
系
本

文
で
あ
る
か
の
問
題
が
生
じ
る
の
は
「
万
」
→
「
萬
」（
５９２
、「
萬
金
」）
で
あ
る
。

唐
詩
の
旧
鈔
本
系
本
文
で
は
「
万
」
に
作
る
こ
と
が
多
く
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
で
は

江
戸
中
期
写
本
で
「
萬
物
」
と
作
る
例
（
２１７
）
が
あ
る
も
の
の
、
鎌
倉
写
本
に
は
見

ら
れ
な
い
。
鎌
倉
時
代
に
は
宋
刊
本
が
流
入
し
て
お
り
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』（
現

存
す
る
の
は
一
本
の
み
）
は
永
仁
三
（
１
２
９
５
）
年
に
書
写
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
そ
の

書
写
の
際
に
、
底
本
に
記
さ
れ
て
い
た
「
万
」
が
「
萬
」
と
誤
っ
て
書
写
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
（
註

１４
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
管
見
抄
』
と
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
の

異
同
は
、
意
符
の
相
違
に
基
づ
く
異
同
に
検
討
の
余
地
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
鈔
本
で

は
避
け
ら
れ
な
い
誤
写
の
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
千
載
佳
句
』
本
文
が
旧
鈔

本
系
本
文
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
例
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

『
白
氏
長
慶
集
巻
廿
二
』
と
『
千
載
佳
句
』
の
相
違
は
多
く
虫
損
の
た
め
で
あ
り
、

そ
の
他
の
異
同
は
、『
管
見
抄
』
の
場
合
と
同
じ
く
、
鈔
本
で
は
避
け
ら
れ
な
い
誤
写

の
範
囲
で
あ
る
。『
白
氏
長
慶
集
巻
廿
二
』
孤
例
が
五
例
（
２４４
（
二
例
）、
４１１
、
６７２
、
８３６

）、

『
千
載
佳
句
』
孤
例
が
二
例
（
２４４
、
４１５
）
あ
り
、
そ
れ
ら
の
孤
例
は
、
詩
の
内
容
か



ら
誤
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
千
載
佳
句
』
８３６
番
首
で
は
、『
白
氏
長
慶
集
巻
廿

二
』
が
該
当
箇
所
を
誤
写
す
る
が
、『
千
載
佳
句
』
が
異
文
と
し
て
そ
の
『
白
氏
長
慶

集
巻
廿
二
』
本
文
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。 

 

『
白
氏
詩
巻
』
に
お
い
て
は
、『
千
載
佳
句
』
の
孤
例
が
一
例
（
９３
）、『
白
氏
詩

巻
』
の
誤
写
が
一
例
（
７１１
）
有
り
、
一
例
（
７４６
）
は
異
文
の
表
記
の
有
無
、
そ
の
他

の
一
例
（
３０９
）
は
異
体
字
で
あ
る
。『
千
載
佳
句
』
の
孤
例
は
諸
本
が
「
沂
」
に
作

る
と
こ
ろ
を
「
淅 沂

イ

」
と
し
、
こ
こ
は
川
名
で
、「
沂
」
と
す
る
の
が
望
ま
し
く
、『
千

載
佳
句
』
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

金
澤
文
庫
本
に
お
い
て
は
、「
萬
」
の
用
例
は
三
例
（
３１９
、
４６４
、
９６１
）
あ
り
、
そ

の
他
に
も
宋
刊
本
と
一
致
す
る
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗

詠
集
』
が
「
纐
」
に
作
る
箇
所
を
宋
刊
本
と
同
じ
く
「
夾
」（
２１５
）
に
、『
千
載
佳
句
』

と
『
新
撰
朗
詠
集
』
が
「
箸
」
に
作
る
箇
所
を
宋
刊
本
と
同
じ
く
「
筯
」（
１６８
）
に
、

『
千
載
佳
句
』
と
『
管
見
抄
』
が
「
苕
菷
」
に
作
る
箇
所
も
ま
た
宋
刊
本
と
同
じ
く

「
咼
墮
」（
７３４
）
と
す
る
（
上
の
例
に
加
え
て
、
１９８
、
４０２
、
５８７
、
６４４
、
６９１
、
９３２
、
１０４７
も
、

宋
刊
本
と
同
じ
に
作
る
）。 

金
澤
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
太
田
次
男
氏
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
（「
金
沢
文
庫
と
白

氏
文
集
」（
註
１５
）
）。
金
澤
文
庫
本
は
底
本
が
一
種
で
は
な
く
、
平
安
鈔
本
（
巻
八
、
二
十
三
、

三
十
五
、
三
十
八
、
四
十
九
）
と
鎌
倉
時
代
書
写
本
が
あ
り
、
平
安
鈔
本
は
す
べ
て
別
筆
で

あ
り
、
鎌
倉
時
代
書
写
本
の
巻
三
十
一
、
巻
三
十
三
、
巻
五
十
四
は
宋
刊
本
を
底
本

と
し
、
豊
原
奉
重
校
訂
本
は
宋
刊
本
を
そ
の
校
訂
の
た
め
に
用
い
た
と
す
る
。
金
子

番
号
２１５
、
５８７
、
６４４
、
６９１
、
９３２
は
巻
五
十
四
所
載
詩
か
ら
の
聯
で
あ
り
、
そ
の
他

の
宋
刊
本
と
一
致
す
る
例
は
、
豊
原
奉
重
校
訂
本
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
用
例
で
、
金
澤
文
庫
本
が
宋
刊
本
と
一
致
し
『
千
載
佳
句
』
と
は
異
に
す
る
こ
と

は
、『
千
載
佳
句
』
本
文
を
旧
鈔
本
系
の
そ
れ
と
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。 

 

旧
鈔
本
と
『
千
載
佳
句
』
が
と
も
に
、
宋
刊
本
以
後
の
白
居
易
文
集
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
佚
詩
を
収
録
す
る
場
合
が
あ
る
（
註

１６
） 

『
管
見
抄
』
は
、
詩
題
を
「
聽
琵
琶
勸
殷
恊
律
酒
」（
花
房
番
号3757

）
と
す
る
佚

詩
を
収
め
、
そ
の
詩
の
連
歌
『
千
載
佳
句
』
に
は
詩
題
注
「
聽
琵
琶
勸
殷
恊
律
酒
詩．
」

（
金
子
番
号
８２０
、
本
文
に
異
同
な
し
）
と
し
て
撰
録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
詩
題
の

相
違
は
「
詩
」
の
有
無
の
み
で
あ
り
、
詩
題
は
同
じ
く
す
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

ま
た
、『
管
見
抄
』「
戲
酬
皇
甫
十
再
勸
酒
」（
花
房
番
号3758

）
と
題
す
る
佚
詩
を
、

『
千
載
佳
句
』
は
詩
題
注
を
「
詶
勸
酒
」（
金
子
番
号
７９５
）
と
し
て
撰
録
す
る
。『
千

載
佳
句
』
の
詩
題
注
は
一
般
に
巻
頭
等
に
付
さ
れ
る
目
録
の
そ
れ
の
よ
う
に
略
し
て

作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
題
は
「
戲
酬
皇
甫
十
再
勸
酒
」
を
略
し
た
も
の
と
し
て

問
題
は
な
い
（
但
し
、
こ
の
『
管
見
抄
』
詩
句
に
は
や
や
本
文
の
乱
れ
が
あ
る
）。 

金
澤
文
庫
本
は
、
詩
題
を
「
和
楊
同
州
寒
食
乾
坑．
會
後
聞
楊
工
部
欲
到
予
與
工
部

有
敷
水
之
期
榮
喜
雖
多
勸
宴
且
阻
辱
示
長
句
因
而
答
之
」（
花
房
番
号3755

）
と
す
る
佚

詩
を
収
め
、
そ
れ
に
対
し
て
、『
千
載
佳
句
』
は
同
詩
の
詩
題
注
を
「
和
楊
同
州
寒
食

乹
杬．
會
後
聞
楊
工
部
欲
到
與
工
部
有
敷
水
之
期
榮
喜
雖
多
□
□
且
阻
辱
示
長
句
因
而



答
之
詩
」（
金
子
番
号
７１５
）
と
し
、「
坑
」
と
「
杬
」
の
違
い
が
あ
る
が
、
字
形
類
似
の

誤
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
同
題
と
認
定
で
き
る
。 

 

以
上
、
旧
鈔
本
と
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
の
異
同
の
様
相
を
見
て
き
た
。
文
字
の

異
符
の
有
無
お
よ
び
差
異
に
よ
る
異
同
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

『
千
載
佳
句
』
白
詩
と
旧
鈔
本
本
文
は
よ
く
一
致
し
、
し
た
が
っ
て
、『
千
載
佳
句
』

白
詩
本
文
は
旧
鈔
本
系
本
文
を
留
め
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

  

三
、『
千
載
佳
句
』
と
平
安
朝
朗
詠
集
の
本
文 

 

次
に
、『
千
載
佳
句
』
と
平
安
朝
朗
詠
集
の
本
文
に
つ
い
て
、
そ
の
異
同
を
考
察
す

る
。 『

千
載
佳
句
』
の
本
文
が
宋
刊
本
と
異
に
作
り
、
平
安
朝
朗
詠
集
の
本
文
と
同
文

で
あ
る
詩
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
二
七
例
、『
新
撰
朗
詠
集
』
一
三
例
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
し
て
、『
千
載
佳
句
』
と
平
安
朝
朗
詠
集
が
異
な
る
本
文
に
作
る
例
は
、
異
体

字
も
含
め
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
四
五
例
、『
新
撰
朗
詠
集
』
一
八
例
あ
る
。 

あ
る
集
に
含
ま
れ
て
い
た
本
文
が
別
の
集
に
も
撰
録
さ
れ
た
場
合
、
本
文
の
異
同

は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
進
み
、
一
般
に
は
新
た
に
選
録
さ
れ
た
集
の
異
同
が
大
き
く
な

る
（
註

１７
）
。
し
か
し
、『
新
撰
朗
詠
集
』
白
詩
の
本
文
と
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
の
異

同
に
つ
い
て
（
以
下
に
、
一
覧
を
提
示
す
る
）
は
、『
管
見
抄
』
の
場
合
と
同
様
に
、

孤
例
を
誤
写
と
し
、
意
符
の
異
同
を
と
り
あ
え
ず
は
広
義
の
「
異
体
字
」
と
い
う
よ

う
に
看
做
せ
ば
、
誤
写
お
よ
び
「
意
符
の
差
異
」
の
範
囲
内
の
異
同
で
あ
る
。『
新
撰

朗
詠
集
』
白
詩
の
本
文
も
旧
鈔
本
系
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
は
立
て
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。 

金
子
番
号
「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕
で
示
す
。
異
体
字

で
あ
っ
て
も
複
数
の
意
味
を
持
つ
字
を
含
む
。 

新
撰
朗
詠
集
…

１１３

那
→
爭
〔
新
・
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、

１３４

歇
→
憩
〔
新
〕、
１６８

迴

→
帰
〔
新
〕・
回
〔
汪
・
萬
〕・
廻
〔
九
乙
国
・
宋
馬
那
・
唐
〕
※
金
有
り
、
２１６

中
火
→
火
中
〔
新

フ
ォ
ッ
グ

〕
※
管
有
り
、
２１６

旋
→
於
〔
新
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
３９８

懽
→
歡
〔
新
フ

ォ
ッ
グ

・
宋
馬
那
汪
〕・
歌
〔
唐
〕、
４５３

閤
→
閣
〔
新
・
管
・
馬
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
、
５０５

倚
→
傍

〔
新
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
旁
〔
管
〕
※
管
要
有
り
、
５１３

宜 湏
イ

→
湏
〔
新
〕・
須
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

５１３

才
→
材
〔
新
〕、
５１３

不
才
→
不
材
〔
新
〕、
５２７

歌
→
哥
〔
新
〕
※
金
有
り
、
５２７

漂
→
縹
〔
新
・

宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、

５２７

依
俙
→
俙
依
〔
新
フ
ォ
ッ
グ

〕・
依
絺
〔
新
東
博

〕・
依
稀
〔
宋
馬
那

汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、

５３２

廻
→
迴
〔
新
・
金
・
宋
那
〕・
回
〔
馬
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
、
６０３

歌

→
哥
〔
新
〕、

６０３

蔟 旋
イ

々
→
旋
旋
〔
新
・
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕、
６０８

條
→
枝
〔
新
〕、
６１３

銷
→
消

〔
新
〕、

８７０

著
→
着
〔
新
〕 

        
 

 
 

（
一
八
例
） 

 

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
に
は
や
や
多
く
異
同
が
見
ら
れ
、
平

安
朝
の
朗
詠
集
本
文
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
多
く
の
改
変
本
文
を
含
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
以
下
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
に
異
同
の
あ
る
例

で
あ
る
。 



金
子
番
号
「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕 

で
示

す
。
異
体
字
で
あ
っ
て
も
複
数
の
意
味
を
持
つ
場
合
は
、
列
挙
す
る
。 

『
千
載
佳
句
』
の
孤
例 

１４

梅
→
樓
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

※
草
書
体
類
似
に
よ
る
誤
写
。 

３６

砂
→
沙
〔
和
・
神
敦
・
宋
馬
那
汪
・
唐
楽
〕 

※
異
体
字
。 

１１２

華
→
花
〔
和
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

※
日
本
語
が
同
音
同
義
。 

意
符
の
差
異
（
同
義
語
も
し
く
は
類
義
語
か
） 

７９

暖
送
→
緩
送
〔
和
粘

〕・
煖
送
〔
那
汪
・
英
明
刊

唐
〕・
送
煖
〔
馬
〕 

１３０

枯古
イ

→
枯
〔
和
〕・
古
〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

※
管
有
り 

１３９

銷
→
消
〔
和
芦

・
馬
汪
・
唐
〕 

１６２

秋
悲
→
愁
悲
〔
和
粘

〕・
悲
秋
〔
宋
那
〕・
悲
愁
〔
馬
汪
・
萬
唐
〕
※
金
有
り 

２１７

彫
→
凋
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

※
要
有
り
、
要
も
「
凋
」
に
作
る
か
。 

２９３

佪
→
徊
〔
九
乙
国
・
和
・
萬
〕  

※
異
体
字
、 

５６８

逕
→
徑
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

１０１５

耀
→
曜
〔
和
芦

〕 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
、
意

符
の
相
違
。 

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
弧
例 

１４

看
→
望
〔
和
〕 

３６

香
→
芳
〔
和
〕 

３６

鋪
→
敷
〔
和
〕 

４２

歌
→
哥
〔
和
〕  

４６

曬
→
曝
〔
和
粘

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。
類
義
語
。 

１２０

燈
殘
→
殘
燈
〔
和
粘

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
、
文
字
の
反
転
。 

１４４

衰
→
悴
〔
和
粘

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

１４７

喜
→
㐂
〔
和
芦

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。
類
義
語
。 

１４７

不
知
秋
送
→
不
老
知
送
〔
和
芦

〕 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

１４９

躑
躅
→
ー
ー
〔
和
芦

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

１４９

白
芙
蓉
→
日
芙
蓉
〔
和
芦

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

１６４

淼
→
眇
〔
和
粘

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

２０２

急苦
イ

→
苦
〔
和
〕・
急
〔
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕 

３６７

哥
→
歌
〔
和
粘

〕 
 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

４２３

伴
→
友
〔
和
〕 

４４１

笑
→
咲
〔
和
〕 

４８３

日
→
化
〔
和
〕 

５４１

意
→
事
〔
和
〕 

５６８

同
→
當
〔
和
〕 

７９８

遲
→
微
〔
和
〕 

８２４

歸
→
之
〔
和
〕 

８５３

句
→
拘 

８５６

還
→
帰
〔
和
〕 



８７２

青
→
清
〔
和
〕・
晴
〔
英
〕 

９４６

巫
→
巠
〔
和
〕 

９６２

花
→
華
〔
和
〕 

９９１

撥
→
巻
〔
和
粘

〕 
 

※
和
漢
朗
詠
集
一
部
写
本
の
異
同
。 

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
宋
本
の
一
致 

１４１

衿
→
襟
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
金
有
り
・
異
体
字
。 

２９０

界
→
里
〔
和
粘

・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
眼
〔
和
芦

〕
※
管
有
り
・
千
の
誤
写
。 

４１１

趍
→
趨
〔
和
粘

・
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕
※
長
有
り
・
異
体
字
。 

５２６

船
→
舫
〔
和
粘

・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
和
芦

ナ
シ
。 

６５７

髪鬢
イ

→
鬢
〔
和
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
管
有
り
。 

９２８

日
→
處
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕。 

 

こ
の
異
同
の
う
ち
、「
③
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
弧
例
」
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
が
『
梅

村
載
筆
』
に
妄
意
に
改
め
る
と
指
摘
し
、
最
近
で
は
三
木
雅
博
氏
が
朗
詠
ゆ
え
の
改

変
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
註

１８
）
。
三
木
氏
は
、
た
と
え
ば
１４
番
首

の
「
看
→
望
」
は
『
千
載
佳
句
』
を
含
む
諸
本
が
「
氷
消
見
水
多
於
地 

雪
霽
看
山

盡
入
梅
」
と
作
る
が
、
こ
れ
を
訓
読
す
る
と
「
み
れ
ば
」「
み
れ
ば
」
と
繰
り
返
さ
れ

る
た
め
、『
和
漢
朗
詠
集
』
で
は
後
者
を
「
望
」
と
し
た
と
い
う
。
粘
葉
本
と
芦
手
本

で
異
文
に
作
る
場
合
は
改
変
も
し
く
は
誤
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
箇
所
も
少
な
く
な
い
。 

最
初
に
目
に
つ
く
異
同
は
、
同
意
の
漢
字
に
作
る
場
合
で
（
註

１９
）
、
４２
番
首
の
「
歌

→
哥
」、
４４１
番
首
の
「
笑
→
咲
」
は
異
体
字
、
３６
番
首
「
香
→
芳
」「
鋪
→
敷
」、
４２３

番
首
「
伴
→
友
」、
８２４
番
首
「
歸
→
之
」
８５６
番
首
「
還
→
帰
」、
９６２
番
首
「
花
→
華
」

は
類
義
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朗
読
さ
れ
る
と
き
に
は
、
同
音
と
な
る
た
め
、『
和

漢
朗
詠
集
』
本
文
は
当
時
の
誦
さ
れ
た
詩
句
を
書
き
留
め
た
も
の
と
い
う
三
木
氏
仮

説
は
有
力
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
い
て
は
文
字
よ
り
も
音

と
意
味
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

８
７
２
番
首
「
青
→
清
〔
和
〕・
晴
〔
英
〕」
は
「
青
」「
清
」
は
『
千
載
佳
句
』
や
刊

本
別
集
の
「
青
天
」
に
対
し
て
、
音
読
み
で
同
音
と
な
り
、
こ
れ
も
ま
た
朗
読
さ
れ

る
音
が
文
字
よ
り
も
優
先
さ
れ
た
例
に
な
る
。 

訓
読
で
説
明
で
き
な
い
４８３
番
首
「
日
→
化
」
に
つ
い
て
、
三
木
氏
は
朗
詠
詩
句
の

配
置
が
関
与
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
他
の
箇
所
で
同
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
判
断
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

訓
読
で
説
明
で
き
な
い
異
同
の
う
ち
、
９４６
番
首
「
巫
→
巠
」
は
草
書
体
が
類
似
し

て
お
り
、
５４１
番
首
「
意
→
事
」
も
ま
た
、
草
書
体
に
お
い
て
や
や
類
似
が
見
ら
れ
、

意
図
的
な
改
変
と
い
う
よ
り
も
、
書
写
に
際
し
て
誤
写
が
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。 

５６８
番
首
「
同
→
當
」、
７９８
番
首
「
遲
→
微
」
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
は
、
千
載
佳

句
・
和
漢
朗
詠
集
の
本
文
と
も
に
詩
句
の
意
味
を
採
る
こ
と
が
で
き
、
誤
写
と
い
う

よ
り
は
、
意
図
さ
れ
た
改
変
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
改
変
の
意
図
を
探
る

た
め
に
は
、
白
詩
以
外
の
改
変
の
様
相
を
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

異
同
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
、「
④
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
宋
本
の
一
致
」
で
あ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
千
載
佳
句
』
や
旧
鈔
本
本
文
と
は
異
に
し
な
が
ら
、
宋
本
と

同
じ
に
作
る
本
文
が
あ
り
（
六
例
）
、
う
ち
一
例
（
２９０
）
は
『
千
載
佳
句
』
等
の
誤
写
、



二
例
（
１４１
、
４１１
）
は
異
体
字
、
二
例
（
５２６
、
６５７
）
は
意
味
の
類
似
す
る
字
（
船
と

舫
、
髪
と
鬢
）
で
あ
る
が
、
の
こ
る
一
例
（
９２８
）
は
字
体
も
意
味
も
異
な
る
（「
日
」

と
「
處
」）
た
め
、
成
立
時
も
し
く
は
書
写
の
段
階
で
宋
本
の
本
文
が
混
入
し
た
か
が
問

題
に
な
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
成
立
は
寛
仁
二
（
１
０
１
８
）
年
頃
で
あ
り
、
一
方
、

『
白
氏
文
集
』
北
宋
刊
本
の
伝
来
は
寛
弘
七
（
１
０
１
０
）
年
も
し
く
は
長
和
二
（
１

０
１
３
）
年
（『
御
堂
関
白
記
』）
で
あ
っ
て
、
道
長
圏
の
遊
興
の
場
で
、
秘
蹟
と
さ
れ
た

宋
刊
本
の
本
文
が
部
分
的
に
披
露
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
も
成
り
立
つ
。
但
し
、
宋
本

と
の
一
致
を
み
る
こ
の
一
首
は
『
千
載
佳
句
』
に
含
ま
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
詩
句

全
体
に
比
し
て
極
め
て
希
有
な
例
で
あ
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
所
載
唐
詩
句
が
宋
本
を

参
照
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
注
記
し
て
お
く
。 

白
詩
本
文
の
比
較
だ
け
で
全
体
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
上
述
の

異
同
の
詳
細
か
ら
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
を
必
ず
し
も
旧
鈔
本
本
文
で
あ
る
と
位

置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
音
を
重
視
し
た
本
文
へ
の
改
変
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
刊
本
系
の
本
文
で
は
な
い
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
っ

た
上
で
、
唐
詩
の
古
筆
切
れ
な
ど
の
本
文
の
性
質
を
考
え
る
際
に
は
、
旧
鈔
本
系
本

文
を
見
極
め
る
材
料
の
一
つ
に
は
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

四
、
草
書
体
の
類
似
か
ら
発
生
す
る
異
同 

 

以
下
で
は
、『
千
載
佳
句
』
と
刊
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
旧
鈔
本
に
お

い
て
は
、
多
く
の
漢
字
を
書
写
す
る
中
で
、
見
誤
っ
た
り
書
き
間
違
え
た
り
す
る
こ

と
を
避
け
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。「
熱
」
と
「
熟
」
な
ど
は
楷
書
体
で
も
文
中
に
お

い
て
似
て
見
え
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、『
千
載
佳
句
』
が
参
照
し
た
底
本
は
、
成
立
年

代
か
ら
考
え
て
、
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
草
書
体
に
は
手
偏
と

木
偏
な
ど
区
別
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
（
註

２０
）
、
ま
た
楷
書
で
は
見
誤
る
こ
と
の
な

い
文
字
が
草
書
体
で
は
極
め
て
類
似
す
る
場
合
も
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
現
代
で
は
区
別
さ
れ
て
と
用
い
ら
れ
る
「
着
」
と
「
著
」
は
、
草
書
体
で
は
区

別
が
困
難
で
あ
る
し
、
交
替
可
能
で
あ
っ
た
。『
千
載
佳
句
』
白
詩
で
は
「
着
」
と
「
著
」

は
同
程
度
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

着
→
著 

９５

〔
宋
馬
汪
・
唐
〕、

７４３

〔
甲
国
〕、

１０５３

〔
宋
那
汪
・
萬
〕 

著
→
着 

１６３

〔
九
〕、

８６７

〔
九
甲
乙
国
・
馬
・
唐
〕、

８７０

〔
新
〕 

※

１２１

の
「
着
」
は
、
異
同
な
し
。 

 

さ
ら
に
『
千
載
佳
句
』
で
は
「
瞼
→
臉
」（
４３
、
４５０
、
６１３
、
７４７
）
の
よ
う
に
目

偏
と
月
偏
（
に
く
づ
き
）
は
区
別
さ
れ
ず
、
日
偏
も
ま
た
両
者
と
区
別
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
（
８３
「
曨
」
→
「
朧
」）。
こ
れ
も
草
書
体
の
類
似
の
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。「
日
」
と
「
月
」
は
、
そ
の
草
書
体
が
酷
似
す
る
の
で
は
な
い
が
、「
暁
」
も

し
く
は
「
晩
」
の
よ
う
に
連
綿
す
る
と
、
見
誤
り
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。 

草
書
体
類
似
ゆ
え
に
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
異
同
は
誤
写
で
あ
っ
て
、
正
し
い

本
文
を
留
め
な
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
の
「
盡
入
梅
」（
梅
に
入
り
尽
く
す
）
は
唐

詩
ら
し
く
な
く
、
日
本
で
の
改
変
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
は
「
樓
」
の
草
書
体

を
、
書
写
者
の
目
慣
れ
た
「
梅
」
で
あ
る
と
見
誤
っ
た
の
で
あ
る
（
草
書
体
の
調
査



に
は
『
草
露
貫
珠
』
を
用
い
た
（
註

２１
）
）。 

１４ 
氷
消
見
水
多
於
地 

雪
霽
看
山
盡
入
梅 ○ 

 

白
／
早
春 

 
3
3
5
0
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐        

「
早
春
憶
遊
思
黯
南
莊
因
寄
長
句
」 

看
→
望
〔
和
〕、
梅
→
樓
〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

 

一
方
、
唐
鈔
本
か
ら
宋
刊
本
に
至
る
過
程
の
中
で
も
、
く
ず
し
字
体
の
問
題
は
発

生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
刊
本
は
く
ず
し
字
体
を
用
い
て
い
な
い
が
、
そ
れ
が
底

本
と
し
た
唐
鈔
本
は
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宋

刊
本
を
制
作
す
る
ま
で
に
、
そ
の
く
ず
し
字
を
見
誤
っ
て
本
文
を
改
変
し
た
こ
と
も

想
定
し
得
る
の
で
あ
る
。 

 

草
書
体
に
由
来
す
る
異
同
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
中
国
に
お
け
る
く
ず
し

字
体
ま
で
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
）。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

曉
→
晩 

３５

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
３０８

＆
３０９

（
詩
題
注
）〔
巻
〕、

６１７

〔
九
乙
国
〕、

９１９

〔
馬
・
唐
〕
※
「
曉
」
と
「
晩
」
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
は
詩
句
ご
と
に

異
な
る
。
宋
本
が
誤
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
下
に
「
月
」「
日
」
が
あ
る
場
合
、

そ
れ
も
正
し
く
写
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。「
曉
」
と
「
晩
」
の
草
書
体
の
類
似

は
、
妹
尾
昌
典
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
註

２２
）
。 

晩
→
曉 

１２０

（
詩
題
注
）〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

３６８

〔
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕 

梅
→
樓 

 

１４

〔
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
樓
」
が
よ
い
。 

卬
→
弔 

 

７１

〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
乙
国
は
「
印
」
に
作
る
。「
弔
」
が
よ
い
。 

霄
→
宵 

 

７１

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
要
有
り
「
宵
」、
２
５
０
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

熱
→
熟 

 

１３６
〔
馬
〕、
２３９
〔
宋
〕、
５０８
〔
九
甲
乙
国
〕（
爇
〔
宋
那
汪
・
英
明
刊

〕・
藝
〔
英
〕）

※
「
熱
」
が
よ
い
。 

圓
→
團 

 

１４２

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

蕊
→
葉 

 

１４９

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
底
本
は
異
体
字
「
蘂
」
を
用
い
、「
葉
」
に
似
る
。  

旋
→
於 

 

２１６

〔
新
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
於
」
が
よ
い
。 

獨
→
猶 

２４４

〔
長
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

潮
→
湖 

 

３２２

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

練
→
線 

 

３２３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
線
」
が
よ
い
。 

半
→
平 

 

３２５

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
平
」
が
よ
い
か
。 

早
→
旱 

 

３４６

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
旱
」
が
よ
い
。 

稠
→
裯 

 

４４０

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
裯
」
が
よ
い
。 

點
→
黙 

 

５０８

〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕、

７１５

〔
金
〕
※
宋
本
等
未
収
録
。 

鉤
→
釣 

 

５１０

〔
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
鉤
」
が
よ
り
望
ま
し
い
か
。 

延
→
迎 

 

５６６

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
要
は
「
迎
」。
こ
こ
は
「
迎
」
が
よ
い
。 

江
→
頭 

 

５８７

〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
頭
」
が
よ
い
。 

酎
→
酣 

 

７２０

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
酣
」
が
よ
い
。 

開
→
關 

 

７２５

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
關
」
が
よ
い
。 

閞
→
關 

 

７９０

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
８
２
２
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
關
」
が
よ
い
。 

令
→
合 

 

８１６

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
合
」
が
よ
い
。 

素
→
索 

 

８１６

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
索
」
が
よ
い
。 

盡
→
畫 

 

８６６

〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
「
畫
」
が
よ
い
。 

硯
→
峴 

 

９３４

〔
九
甲
乙
国
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
「
峴
」
が
よ
い
。 

向
→
歸 

 

９９４

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

（
以
下
は
、『
千
載
佳
句
』
諸
本
間
の
異
同
で
あ
る
。） 

斑
→
班 

 
４１

〔
乙
国
〕
※
同
系
の
語
。
白
詩
新
楽
府
の
刊
本
に
も
同
様
の
異
同
が
見
ら



れ
る
。 

狐
→
孤 

 

４２

〔
甲
乙
国
〕、

８０９

〔
乙
国
〕
※
「
狐
」
が
正
し
い
。 

孤
→
狐 

２２０
〔
九
乙
〕、
３０３
〔
九
〕、
３８２
〔
九
〕、
５９５
〔
九
乙
国
〕、
８０７
〔
九
〕、
８９６

〔
九
〕
※
「
狐
」
が
正
し
い
。 

雪
→
雲 

２２２

〔
甲
乙
国
〕 

妄
→
忘 

 
７１４

〔
甲
乙
国
〕 

釵
→
釼 

 

７３３

〔
甲
乙
国
〕 

 

上
述
の
よ
う
に
、
現
存
『
千
載
佳
句
』
諸
本
は
お
お
よ
そ
本
文
を
同
文
に
作
る
。

草
書
体
を
見
誤
る
と
、
詩
の
意
味
が
不
明
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
『
千

載
佳
句
』
書
写
者
は
そ
れ
を
書
き
継
い
で
い
て
、
白
氏
文
集
の
版
本
に
よ
り
本
文
を

校
訂
す
る
と
い
う
よ
う
な
作
業
は
原
則
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
（
書
写
に
際
し
、
誤
っ
て

刊
本
の
文
字
を
使
用
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。
し
た
が
っ
て
、「
樓
」
を
「
梅
」
に

作
る
例
も
含
め
、
底
本
を
故
意
に
改
め
た
の
で
は
な
く
、
写
し
誤
っ
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
誤
写
は
そ
の
草
書
体
の
類
似
の
み
に

よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
草
書
体
が
類
似
し
て
い
な
く
と
も
、
認
識
の
誤
り
か

ら
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
（
後
述
）
。 

  五
、
文
字
の
反
転
に
よ
る
異
同 

  

旧
鈔
本
の
誤
写
で
は
、
文
字
の
反
転
に
よ
る
も
の
も
多
く
観
測
さ
れ
、
朗
詠
等
で

親
し
ん
で
い
る
訓
読
の
ま
ま
に
書
写
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註

２３
）

が
、
こ

の
よ
う
な
文
字
の
反
転
は
、
中
国
の
刊
本
の
中
で
も
よ
く
目
に
す
る
誤
写
で
あ
っ
て
、

訓
読
し
て
読
ま
れ
て
い
た
日
本
で
の
み
生
じ
や
す
か
っ
た
誤
写
と
は
一
概
に
言
い
切

れ
な
い
。
た
と
え
ば
、『
千
載
佳
句
』
２４９
番
首
で
は
、『
萬
首
唐
人
絶
句
』
が
諸
本
「
秋

中
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
「
中
秋
」
と
誤
写
し
て
い
る
。 

以
下
は
、『
千
載
佳
句
』
白
詩
本
文
に
見
ら
れ
る
文
字
の
反
転
で
あ
る
。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

夜
半
→
半
夜 

１８７

〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

 

中
火
→
火
中 

２１６

〔
新
フ
ォ
ッ
グ

〕 

秋
中
→
中
秋 

２４９

〔
萬
〕 

燈
殘
→
殘
燈 

１２０

〔
和
粘

〕 

秋
悲
→
悲
秋 

１６２

〔
宋
那
〕・
悲
愁
〔
馬
汪
・
萬
唐
〕
※
愁
悲
〔
和
粘

〕 

山
舊
→
舊
山 

３５７

〔
国
〕 

不
同
→
同
不 

６７２

〔
長
〕 

戸
小
→
小
戸 

８２３

〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
戸
少
〔
乙
国
〕 

 
 

也
老
→
老
也 

８２４

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

得
出
→
出
得 

９８０

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

苦
行
→
行
苦 

１０５４

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

『
千
載
佳
句
』
に
採
ら
れ
た
白
居
易
詩
句
は
詩
題
注
に
記
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る

と
五
三
五
聯
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
で
鎌
倉
写
本
が
字
を
反
転
さ
せ
て
書
き
誤
ま
っ
た

の
は
、
六
例
（
１．１
％
）
で
あ
り
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。 

  



六
、
同
義
語
・
類
義
語
に
お
け
る
字
の
選
択 

 
『
千
載
佳
句
』
本
文
と
諸
本
の
そ
れ
の
間
に
は
形
声
文
字
の
意
符
の
差
異
も
し
く

は
有
無
に
よ
る
異
同
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
異
同
は
、
同
義
語
・
類
義
語
か
ら
の
文

字
の
選
択
の
差
ゆ
え
に
生
じ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
次
の
例
は
明
ら
か
に
同
義

で
あ
る
が
ゆ
え
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

慇
懃
→
殷
勤 

１１３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
新
・
金
は
同
じ
。
※
異
体
字
。 

俳
→
徘 

２９３

〔
九
乙
国
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕
※
異
体
字
。 

佪
→
徊 

２９３

〔
九
乙
国
・
和
・
萬
〕
※
異
体
字
。 

 

（
Ａ
）
形
声
文
字
の
意
符
の
有
無
に
よ
る
異
同 

意
符
の
有
無
に
よ
る
異
同
の
例
に
は
、
他
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句

を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

孤
例 

漁
→
魚 

 

４１１

〔
長
〕
※
旧
鈔
本
の
一
本
に
孤
例
、
誤
写
。 

宋
刊
本
と
の
異
同 

 
 

※
明
清
本
本
文
も
宋
本
と
同
じ
に
作
る 

淅沂
イ

→
沂 

 

９３

〔
金
巻
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

慇
→
殷 

１１３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
新
・
金
は
同
じ
。
異
体
字
。 

懃
→
勤 

 

１１３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
新
・
金
は
同
じ
。
異
体
字
。 

枯
→
古 

 

１３０

〔
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

４５４

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

掛
→
挂 
 

 
 

１３４

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

底
→
抵 

 

１７７

〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

金
→
銀 

 

２５８

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
※
「
金
（
一
作
銀
）」〔
英
明
鈔

〕 

映
→
暎 

 

２８３

〔
宋
馬
那
汪
〕 

度
→
渡 

 

２８３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

以
→
似 

 

３５１

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
こ
れ
は
誤
写
か
。 

才
→
材 

 

５０９

〔
宋
那
〕、

５１３

〔
新
〕 

眇
→
渺 

 

５１７

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

５２７

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

猒
→
厭 

 

５６０

〔
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕 

牙
→
芽 

 

６１４

〔
甲
・
宋
馬
那
汪
・
英
明
刊
唐
〕・
茅
〔
英
明
鈔
〕 

籠
→
蘢 

 

６２０

〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

朱
→
珠 

 

７１９

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

從
→
縱 

 

７４２

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

明
刊
本
と
の
異
同 

 
 

※
清
本
本
文
は
多
く
明
本
と
同
じ
に
作
る 

文
→
紋 

 

１

〔
馬
那
汪
〕 

薰
→
熏 

 

１５

〔
馬
汪
・
唐
〕、

６０３

〔
那
〕、

７１９

〔
馬
那
汪
・
唐
〕 

薰
→
醺 

 

６０３

〔
馬
汪
・
唐
〕
※
熏
〔
那
〕 

支
→
肢 

 

１２１

〔
馬
・
唐
〕 

苞
→
包 

 

１２５

〔
馬
汪
・
唐
〕 



欄
→
闌 

 

１３７

〔
馬
汪
〕 

秋
→
愁 

 

１６２

〔
馬
汪
・
萬
唐
〕
※
千
載
佳
句
は
文
字
反
転
。 

虫
→
蟲 

 

２０２

〔
馬
汪
・
英
唐
〕、
５０９

〔
馬
汪
・
唐
〕、
５６９

〔
宋
馬
那
汪
・
英
明
刊

唐
〕 

燋
→
焦 

 

４０３

〔
馬
汪
・
唐
〕 

斗
→
抖 

 
４８２

〔
馬
汪
・
唐
〕 

蕭
→
瀟 

 

４８５

〔
馬
・
唐
〕 

嵩
→
髙 

 

５６７

〔
馬
〕 

常
→
嫦 

 

７８５

〔
馬
汪
・
萬
唐
〕 

清
刊
本
と
の
異
同 

 
 

※
多
く
は
、
清
本
本
文
も
明
本
と
同
じ
に
作
る 

鈿
→
田 

 

２９４

〔
那
汪
・
唐
〕
※
那
は
南
宋
刊
本
系
の
本
文
を
も
つ
。 

樽
→
尊 

 

８１９

〔
汪
〕 

『
千
載
佳
句
』
江
戸
中
期
写
本
独
特
の
異
同 

石柘
イ

→
柘 

 
 

６１３

〔
乙
国
〕
※
同
義
語
で
は
な
い
。 

道
→
導 

 
 

７９８

〔
乙
国
〕
※
同
義
語
。 

 

宋
刊
本
と
の
異
同
で
は
、「
牙
→
芽
」「
籠
→
蘢
」
は
異
体
字
で
あ
る
が
、「
金
→
銀
」

や
「
朱
→
珠
」
な
ど
字
書
的
に
明
ら
か
に
異
な
る
意
味
を
も
つ
。
し
か
し
、「
金
→
銀
」

の
例
で
は
、『
文
苑
英
華
』
明
鈔
本
が
「
金
（
一
作
銀
）
」
に
作
り
、
い
ず
れ
の
本
文
も

流
通
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
。 

宋
本
と
異
同
の
あ
る
意
符
有
無
の
二
つ
の
文
字
は
、
原
則
的
に
何
ら
か
の
点
で
同

義
性
を
含
み
、
流
通
も
し
く
は
版
本
に
さ
れ
る
際
に
、
置
き
換
え
可
能
な
文
字
、
す

な
わ
ち
、
広
義
の
「
異
体
字
」
と
認
識
さ
れ
た
結
果
と
し
て
異
同
が
生
じ
た
も
の
と

と
り
あ
え
ず
は
仮
定
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
旧
鈔
本
は
一
般
に
作
者
も
し
く
は
そ

の
時
代
の
姿
を
忠
実
に
写
そ
う
と
す
る
性
質
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
唐
鈔
本
で
は
『
千

載
佳
句
』
と
同
じ
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

明
刊
本
（
馬
元
調
本
）
と
の
異
同
の
多
さ
が
目
に
つ
く
が
、
白
詩
馬
元
調
本
本
文
の

独
自
性
は
『
千
載
佳
句
』
本
文
の
範
囲
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
な
改
変

と
見
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
文
字
の
意
味
は
時
代
と
と
も
に
微
妙
に
変
化
す
る

の
で
、
馬
元
調
が
時
代
の
潮
流
の
中
で
そ
の
文
字
を
用
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
基

準
を
も
っ
て
改
変
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
末
・
胡
震
亨
『
唐
音
統
籤
』
白
氏
本
文

は
馬
元
調
本
と
の
共
通
点
が
多
い
。
清
・
汪
立
名
の
『
白
香
山
詩
集
』
で
は
馬
元
調

本
と
い
っ
た
明
代
の
本
文
を
「
今
文
」
と
呼
び
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
本
文
を
求
め
て
、

置
き
換
え
も
し
く
は
並
置
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
例
で
は
馬
元

調
本
を
継
承
す
る
例
が
多
く
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
清
初
・
汪
立
名
が
こ
の
異

同
を
「
異
体
字
」
と
認
識
し
、
か
つ
、
時
代
に
よ
り
「
閑
」（
唐
宋
）
が
「
閒
」（
明
清
）

に
置
き
換
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
清
初
の
時
代
に
用
い
る
異
体
字
と
し
て
馬
元
調
本
の

本
文
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
を
思
い
つ
く
の
で
あ

る
。 異

体
字
の
選
択
に
関
し
て
、
中
国
の
書
物
に
お
い
て
は
一
般
に
、
あ
る
集
の
中
で

同
一
の
意
味
を
表
す
場
合
に
は
そ
の
書
物
全
体
に
わ
た
っ
て
同
一
の
字
が
用
い
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。『
唐
音
統
籤
』
や
『
白
香
山
詩
集
』
に
お
い



て
、
馬
元
調
本
の
採
っ
た
異
体
字
と
は
異
な
る
字
を
用
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

よ
う
な
可
能
性
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
仮
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
言
語
学
的
・

漢
字
学
的
考
察
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、『
千
載
佳
句
』
と
刊

本
と
の
異
同
の
多
く
に
、
意
符
の
有
無
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
は
単
な
る
誤

写
で
は
な
く
、
ま
た
、
音
通
に
よ
る
置
換
と
い
う
の
で
も
な
く
、
何
ら
か
の
意
味
を

も
つ
も
の
と
見
做
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

（
Ｂ
）
意
符
の
相
違
に
よ
る
異
同
、
特
に
用
字
の
時
代
推
移
に
つ
い
て 

意
符
を
異
に
す
る
と
そ
の
字
の
意
味
も
変
わ
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

意
符
に
差
異
が
あ
る
同
義
語
・
類
義
語
の
例
も
少
な
く
な
い
。
意
符
の
相
違
で
は
音

が
同
一
の
場
合
が
あ
り
、
中
国
の
書
物
は
音
通
に
よ
り
文
字
の
置
換
は
よ
く
起
こ
る

現
象
で
あ
る
。
大
き
く
字
形
を
変
え
る
音
通
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
意
味
は
置
換
前

の
字
義
の
ま
ま
保
た
れ
る
。
ま
た
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
意
符
に
相
違
が
あ
っ
て
も

草
書
体
の
連
綿
の
た
め
に
区
別
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、『
千
載
佳
句
』

白
詩
に
は
意
符
を
異
に
す
る
文
字
の
異
同
が
多
い
。 

意
符
を
異
に
し
て
も
同
義
性
を
含
む
文
字
の
組
の
中
に
は
、
時
代
推
移
の
中
で
好

ま
れ
て
使
わ
れ
る
文
字
が
変
化
す
る
も
の
が
あ
り
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て

「
練
」
と
「
錬
」
が
あ
る
。「
百
練
抄
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
世
に
「
百
錬
抄
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
註

２４
））
。
次
の
二
例
が
時
代
推
移
に
よ
る
用
字
変
化
か

ど
う
か
を
『
千
載
佳
句
』
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
暖
」
と
「
煖
」

の
例
で
は
明
代
の
馬
元
調
本
に
よ
る
改
変
が
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

（
１
）「
暖
」
と
「
煖
」 

暖
→
煖
…
７
〔
馬
那
汪
〕、
２５
〔
唐
〕、
３６
〔
唐
〕、
７９
〔
那
汪
・
英
明
刊

唐
〕、
２１３
〔
唐
〕、

４３４
〔
馬
〕、
４５２
〔
馬
汪
・
唐
〕、
７１９
〔
汪
・
唐
〕、
８０２
〔
甲
乙
国
・
唐
〕、
８４１

〔
唐
〕、

８４９

〔
馬
・
唐
〕 

煖
→
暖
…

２９６

〔
国
・
宋
那
汪
〕、

７９９

〔
馬
汪
・
英
〕、

８０１

〔
馬
汪
〕 

交
替
な
し
…

１５

「
暖
薰
」、

８３

「
非
暖
」、

５６６

「
冬
天
暖
」、

９３１

「
煖
寒
盃
」
※
『
御

定
全
唐
詩
』
は
「
暖
」
に
作
る
。 

（
２
）「
銷
」
と
「
消
」 

銷
→
消
…

１３９
〔
和
芦

・
馬
汪
・
唐
〕、
４６３
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
長
有
り
、
４７２
〔
宋
馬
那

汪
・
唐
〕、

６１３

〔
新
〕、

７８８

（「
銷
愁
物
」）〔
唐
〕、

７８８

（「
愁
銷
」）〔
宋
馬
那

汪
・
唐
〕、

７９１

〔
馬
・
唐
〕、

７９３

〔
汪
〕、

７９７

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

消
→
銷
…
１３
〔
宋
・
萬
〕、

２２１

〔
要
管
金
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

「
銷
」
交
替
な
し
…
７
「
暖
銷
」
※
『
御
定
全
唐
詩
』
は
「
消
」、
１１２
「
銷
永
日
」、
２２９
「
銷

永
夜
」、

４６５

「
漸
銷
」
※
『
御
定
全
唐
詩
』
は
「
消
」、

５０２

「
銷
盡
」 

「
消
」
交
替
な
し
…
８
「
消
息
」、

１４

「
氷
消
」、

３０４

「
消
殺
」、

５４３

「
消
除
」 

 

※

２２１

は
『
千
載
佳
句
』
の
誤
写
。 

  

時
代
推
移
に
よ
る
用
字
変
化
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
例
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
会
意
文
字
の
「
閑
」
と
「
閒
」
お
よ
び
「
閒
」
と
「
間
」
で
あ
る
。『
千

載
佳
句
』
白
詩
詩
句
を
含
む
諸
本
で
は
「
盃
」
と
「
杯
」、「
暗
」
と
「
闇
」
に
も
時

代
推
移
が
見
ら
れ
る
。 

 



「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

（
１
）「
閑
」
と
「
閒
」 

※
詩
題
と
詩
題
注
の
差
異
は
含
ま
な
い
。 

閑
→
閒
…

９４

〔
馬
汪
〕、

１１２

〔
馬
汪
・
唐
〕、

１６３

〔
馬
・
萬
唐
〕、

１９９

〔
馬
汪
・
唐
〕、

２５０
〔
馬
汪
・
唐
〕、
３５１
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４１２
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４５２
〔
馬
汪
・

唐
〕、
４６８
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４７１
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４７２
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４８６
〔
馬

汪
・
唐
〕、

４９２

〔
馬
汪
・
唐
〕、

５００

〔
馬
那
・
唐
〕、

５０２

〔
馬
那
・
萬
唐
〕、

５９５

〔
馬
・
唐
〕、
７０５

〔
馬
汪
・
唐
〕、
７２３

〔
馬
汪
・
唐
〕、
７５９

〔
馬
汪
・

唐
〕、
７９１
〔
馬
・
唐
〕、
８１７
〔
馬
汪
・
唐
〕、
８１８
〔
馬
汪
・
唐
〕、
８４８
〔
馬

汪
・
萬
唐
〕、

８５５

〔
馬
汪
・
唐
〕、

８５８

〔
馬
汪
・
唐
〕、

８６５

〔
馬
汪
・
唐
〕、

８７０

〔
馬
汪
・
唐
〕、

９８１

〔
馬
汪
〕
※
唐
は
「
間
」、

１０１５

〔
馬
汪
・
唐
〕 

閒
→
閑
…
ナ
シ
。 

※

７２０

還
→
閑
〔
宋
那
〕・
閒
〔
馬
汪
・
唐
〕、 

（
２
）「
間
」
→
「
閒
」
※
詩
題
と
詩
題
注
の
差
異
は
含
ま
な
い
。 

間
→
閒
…

１１８
〔
宋
〕、
２６９
〔
宋
馬
〕、
３１６
〔
宋
馬
・
唐
〕、
４１３
〔
宋
馬
〕、
４８１
〔
宋
馬
〕、

４８２

〔
宋
〕、

５１３

〔
宋
馬
〕、

５１４

〔
宋
〕、

５２２

〔
宋
馬
〕 

閒
→
間
…
ナ
シ
。 

（
３
）「
盃
」
→
「
杯
」
※
詩
題
と
詩
題
注
の
差
異
は
含
ま
な
い
。 

盃
→
杯
…

３０４
〔
汪
・
唐
〕、
３９８
〔
馬
汪
・
唐
〕、
４３６
〔
汪
〕
※
馬
な
し
、
４４０
〔
汪
〕、
５３７

〔
馬
汪
・
唐
〕、
６９７
〔
馬
汪
・
唐
〕、
６９９
〔
馬
汪
・
唐
〕、
７０６
〔
宋
馬
那
汪
・

唐
〕、
７１１
〔
馬
汪
・
唐
〕、
７２１
〔
馬
汪
・
唐
〕
※
英
有
り
、
８０２
〔
汪
〕、
８０３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、

８０６

〔
汪
〕、

８１６

〔
馬
汪
・
唐
〕、

９２８

〔
馬
汪
・
唐
〕、

９３１

〔
馬
汪
・
唐
〕、

９９３

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

杯
→
盃
…
ナ
シ
。 

 

（
４
）「
暗
」
→
「
闇
」
※
詩
題
と
詩
題
注
の
差
異
は
含
ま
な
い
。 

 
 

暗
→
闇
…

８３
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
１４３
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、
２４４
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、

２７６
〔
宋
馬
那
・
唐
〕、
２８５
〔
馬
・
唐
〕、
５２６
〔
馬
・
唐
〕、
７８１
〔
宋
馬
那
汪
・

萬
唐
〕
※
楽
は
「
晴
」、
８７０

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
『
千
載
佳
句
』
白
詩
に
は

「
闇
」
に
作
る
本
文
が
な
い
。
※
暗
→
闇
の
交
替
が
な
い
の
は
、
１６５
「
暗
蛬
」。 

闇
→
暗
…
ナ
シ
。 

 

右
の
（
１
）（
３
）
は
明
代
の
馬
元
調
本
以
降
に
見
ら
れ
る
異
同
で
あ
る
（
い
く
つ

か
の
例
外
が
あ
る
）。
一
方
、（
２
）「
間
」
を
「
閒
」
と
記
す
の
は
宋
代
の
傾
向
で
あ

り
、
明
代
以
降
は
衰
え
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。（
４
）「
暗
」
と
「
闇
」
は
宋
刊
本
が

成
立
す
る
ま
で
に
は
同
義
語
と
看
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

馬
元
調
本
で
は
置
換
が
拡
大
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
同
義
語
の
選
択
に
お
い
て
、
明
代
に
用
字
を
変
化
さ
せ
た
例
が
や
や
多
い

こ
と
を
見
て
き
た
。
そ
の
用
字
変
化
の
背
景
に
は
、
社
会
で
用
い
ら
れ
た
異
体
字
の

変
化
が
あ
っ
た
こ
と
も
伺
わ
れ
る
。 

 

（
Ｃ
）
音
通
に
よ
る
異
同 

 
上
述
し
た
よ
う
に
、
漢
籍
で
は
音
通
の
文
字
変
化
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
あ
げ
た
意
符
の
有
無
や
相
違
に
よ
っ
て
同
音
に
な
る
場
合
を
除
く
と
、『
千
載
佳

句
』
白
詩
で
は
以
下
の
よ
う
な
音
通
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。 

  



「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」 

を
提
示
後
、
そ
の
異
同
を
含
む
詩
句
を
、 

「
金
子
番
号
「〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕」 

で
提
示
す
る
。 

藤
→
桐 

 

１１７

〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕  

※
と
も
に
『
唐
韻
』「
徒
紅
切
」。 

明
→
鳴 

 

３０７

〔
馬
汪
・
唐
〕 

 

※
明
『
廣
韻
』「
武
兵
切
」、
鳴
『
唐
韻
』「
武
兵
切
」。 

 

し
か
し
、「
藤
→
桐
」
の
例
は
、
旧
鈔
本
が
作
る
「
藤
」
に
す
べ
き
こ
と
を
神
田
喜

一
郎
氏
が
説
い
て
い
る
（
註

２５
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
題
は
「
酬
元
員
外
三
月
三
十
日

慈
恩
寺
相
憶
見
寄
」（
那
波
本
。『
千
載
佳
句
』
は
「
三
月
卅
日
」）。
で
あ
る
が
、
慈
恩
寺
は
当

時
藤
で
有
名
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
句
は
『
白
氏
長
慶
集
巻
廿

二
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
旧
い
本
文
の
形
は
「
藤
」
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
藤
」
と
「
桐
」
は
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
い
に
異
な
る
の
で
、
詩

の
読
者
に
与
え
る
印
象
に
も
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
本
文
の
改
変
に

よ
り
大
き
く
失
わ
れ
た
の
は
、
慈
恩
寺
に
対
す
る
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
逆
に
い
え

ば
、
後
世
の
改
変
で
は
、「
慈
恩
寺
」
は
寺
、「
藤
」
は
花
（
も
し
く
は
淡
紫
の
花
）

に
普
遍
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
あ
る
時
代
の
あ
る
場
所
の
記
憶

は
「
普
遍
化
」
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
的
時
代
的
に
拡
が
っ
た
読
者
圏
を
獲
得

し
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

後
者
は
、
馬
元
調
本
に
始
ま
る
本
文
改
変
の
例
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
見
て
き
た

よ
う
に
、
馬
元
調
本
に
よ
る
文
字
の
置
換
例
は
快
挙
の
い
と
ま
が
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
傾
向
は
『
千
載
佳
句
』
に
採
ら
れ
た
詩
句
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ

れ
が
馬
元
調
の
み
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
明
代
に
共
通
す
る

傾
向
で
あ
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
、『
千
載
佳
句
』
の
他
の
詩
人
作
品
の
校
異
を

考
え
る
上
で
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

七
、『
千
載
佳
句
』
に
お
け
る
特
殊
な
異
体
字 

  

『
千
載
佳
句
』
に
は
日
本
に
し
か
の
こ
ら
な
い
字
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
中
国
と
は

全
く
異
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
字
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
鈔
本
や

『
千
載
佳
句
』
が
唐
鈔
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
勻
」
は
日
本
で
は
古
く
か
ら
「
匂
」
と
記

さ
れ
て
い
て
、
一
方
、
中
国
で
の
「
匂
」
は
別
の
意
味
を
も
つ
。『
千
載
佳
句
』
で
は

「
春
興
」
に
採
ら
れ
た
元
稹
詩
（
金
子
番
号
３２
）
に
用
例
が
あ
り
、
鎌
倉
写
本
を
は
じ

め
す
べ
て
の
諸
本
で
「
匂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

３２ 

山
茗
粉
含
鷹
觜
嬾． 

海
榴
紅
綻
錦
窠
匂． 

同
上
（
元
／
早
春
登
龍
山
靜
勝
寺
）（
註

２６
） 

歴
九
甲
乙
国
・
楊
董
馬
・
唐
季
全
「
早
春
登
龍
山
靜
勝
寺
時
非
休
澣
司
空
特
許
是

行
因
贈
幕
中
諸
公
」 

嬾
→
嫩
〔
楊
董
馬
・
唐
季
全
〕、
匂
→
勻
〔
楊
董
馬
・
唐
季
全
〕 

 

ま
た
、
こ
の
詩
句
に
は
「
嬾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
中
国
漢
字
の
「
嬾
」
と

し
て
で
は
な
く
、「
嫩
」（
わ
か
い
、
若
く
て
や
わ
ら
か
い
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
説
文
解
字
』
に
「
嬾
」
は
「
懈
也
怠
也
一
曰
臥
也
」
と
あ
る
。『
千
載
佳
句
』
白
詩

に
も
「
嬾
」
の
用
例
が
一
例
あ
る
（
鎌
倉
写
本
は
落
丁
）
。 

５０ 
霞
光
曙
後
殷
於
火 

草
色
晴
來
嬾．
似
煙 

上
同
〔
九
〕 

         
 
 
 

 
3
1
0
9
 

九
甲
乙
国
・
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐 

                

「
早
春
憶
蘇
州
寄
夢
得
」 

曙
→
照
〔
那
〕、
草
→
水
〔
宋
馬
那
・
唐
〕・
山
〔
汪
〕、 

嬾
→
嫩
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、
上
同
→
同
上
〔
乙
国
〕 



「
勻
」
と
「
匂
」
に
つ
い
て
は
草
行
書
体
が
類
似
し
て
い
た
た
め
、
混
乱
が
は
じ

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
が
、「
嬾
」
と
「
嫩
」
の
草
行
書
体
お
よ

び
書
写
体
に
は
類
似
性
が
な
く
、
見
誤
り
や
誤
記
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。 

こ
の
よ
う
な
文
字
の
場
合
、
中
国
諸
本
と
異
同
が
あ
っ
て
も
誤
写
と
看
做
す
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
旧
い
本
文
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
書
写
者
（
あ
る
い
は
撰
者
か
も

し
れ
な
い
）
に
誤
っ
た
知
識
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
底
本
の
字
を
忠
実
に
書

き
写
し
て
も
、「
匂
」「
嬾
」
と
書
き
取
る
し
か
な
か
っ
た
。 

「
纐
」
に
は
さ
ら
に
や
っ
か
い
な
問
題
が
あ
る
。『
千
載
佳
句
』
白
詩
に
一
例
あ
る

こ
の
字
は
、
中
国
古
字
書
に
な
く
、
日
本
に
の
み
の
こ
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

宋
明
刊
本
は
、
こ
れ
を
「
夾
」
に
作
る
。「
纐
纈
」
は
絞
り
染
め
の
一
種
で
、「
夾
纈
」

と
は
ま
た
異
な
る
染
め
の
技
法
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
中
国
に
こ
の
字
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。 

 

２１５ 

黃
纐
纈
林
寒
有
葉 

碧
琉
璃
水
淨
無
風 

白
／
泛
太
湖 

 
 
 
 
 
 
 

2
4
4
3
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
金
・
宋
馬
那
汪
・
英
唐 

 
 
 

「
泛
太
湖
書
事
寄
微
之
」 

纐
→
夾
〔
金
・
宋
馬
那
汪
・
英
唐
〕 

 

こ
の
問
題
は
『
千
載
佳
句
』
本
文
だ
け
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ

こ
で
は
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
す
る
に
留
め
る
が
、
旧
鈔
本
の
性
質
か
ら
考
え
れ

ば
、
唐
代
に
は
「
纐
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

版
本
の
時
代
に
な
っ
て
、
画
数
が
多
い
わ
り
に
頻
度
の
少
な
い
そ
の
文
字
を
、
よ
り

画
数
を
減
ら
し
た
文
字
に
置
き
換
え
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提

示
し
た
い
。「
纐
纈
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
か
ら
日
本
に
技
術
が
伝
わ
っ
た
も
の
の
、

中
国
で
は
そ
の
技
術
が
早
く
に
廃
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

  

八
、
文
化
的
背
景
の
相
違
か
ら
生
じ
る
誤
写 

 

『
千
載
佳
句
』
本
文
に
は
、
草
書
体
の
類
似
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
誤
写
以

外
に
、
誤
解
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
誤
写
が
あ
る
。 

① 

７２

番
首
で
「
蘇
少
家
」
と
あ
る
の
は
対
語
の
「
伍
員
廟
」（
伍
子
胥
の
廟
）
に
対
し

て
「
蘇
小
家
」（
蘇
小
は
杭
州
で
は
有
名
な
妓
女
）
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
妓
女

に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
無
か
っ
た
書
写
者
が
役
職
名
と
理
解
し
て
「
少
」
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。 

② 

２９０

番
首
「
三
千
界
」
は
諸
本
の
作
る
「
三
千
里
」
の
誤
写
だ
が
、
書
写
者
の
仏
教

的
な
知
識
が
働
い
た
た
め
に
見
間
違
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

草
書
体
の
類
似
を
除
い
て
、『
千
載
佳
句
』
誤
写
の
理
由
を
大
別
す
れ
ば
、
大
き
く

こ
の
二
種
類
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
①
知
識
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
か
っ
た
、
②
よ
り

親
し
ん
で
い
る
言
葉
に
見
誤
っ
た
、
で
あ
る
。
３６６
番
首
の
刊
本
が
「
洛
城
」
に
作
る

の
を
、『
千
載
佳
句
』
が
「
洛
陽
」
と
す
る
の
は
、
書
写
者
に
「
洛
城
」
の
語
彙
が
な

か
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
上
述
し
た
文
字
の
反
転
も
ま
た
、
書
写
者
の
知
識

が
そ
の
誤
写
を
生
じ
さ
せ
た
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
る
。 

  



九
、
明
・
馬
元
調
本
に
よ
る
本
文
の
改
訂 

 
『
千
載
佳
句
』
白
詩
の
異
同
の
う
ち
、
同
義
語
の
用
字
の
変
化
は
、
馬
元
調
本
以

降
に
生
じ
た
も
の
も
多
く
あ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
同
義
語
・
類
義
語
で
は
な
い
一

字
の
異
同
は
他
に
も
多
く
あ
り
、
そ
の
中
に
は
馬
元
調
本
、
も
し
く
は
、
馬
元
調
本

と
『
唐
音
統
籤
』
と
に
見
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
用
例
数
は
、
三
六
例

三
五
聯
に
及
ぶ
（『
千
載
佳
句
』
白
居
易
詩
句
は
詩
題
注
に
書
か
れ
た
聯
を
含
む
と
五

三
五
聯
あ
る
の
で
、
そ
の
６．５
％
に
あ
た
る
）。
以
下
に
そ
の
用
例
を
列
挙
す
る
。 

 

金
子
番
号
「
千
載
佳
句
本
文
」
→
「
異
同
本
文
」〔
異
同
諸
本
リ
ス
ト
〕
で
示
す
。 

〔
馬
〕

１３６

熱
→
熟
※
誤
写
・
新
有
り
、

１４４

計
→
同
※
和
・
管
有
り
、
４０７

慶
→
祚
、
５０８

膏

→
高
※
管
金
有
り
、

７８６

聲
→
身
※
金
有
り  

 
 
 
 

 

（
五
例
） 

〔
馬
・
唐
〕

８３

非
暖
非
寒
→
不
暖
不
寒
※
新
有
り
、

１４９

房
→
芳
※
和
有
り
、
２００

影
→
陰
※

新
・
金
有
り
、
２５９

高
→
空
＆
空
→
高
※
和
有
り
、
２８５

背
壁
→
照
背
〔
馬
・
唐
〕
※

和
・
神
管
敦
有
り
、
３１７

忘
→
望
、
３９４

句
→
曲
※
金
有
り
、
４０１

汙
→
汚
※
神
有
り
、

４１５

中
庭
→
庭
前
※
長
有
り
、

４６３

滅
→
減
※
長
有
り
、

５０７

日
→
到
、
５７０

眞
→
珍

※
和
有
り
、

５８３

公
→
翁
、

６１５

香
→
郷
、

６２０

麈
→
麂
、

６３０

＆
６７２

裏
→
裡
※
類

義
語
・
新
有
り
、

６４０

上
→
下
、

７９８

似
→
是
、

８４９

行
→
人
、
９９１

鐘
→
泉
※
汪
は

「
泉
（
一
作
鐘
）」。
和
・
管
長
有
り
、
１００８

動
→
勒
〔
馬
・
唐
〕
※
汪
は
「
動
（
一
作

勒
）」、
管
金
有
り
。 

 
  

 
 

（
二
三
例
二
二
聯
） 

※

６１６

煌
→
燕
〔
宋
汪
・
萬
〕・
臙
〔
馬
・
唐
〕・
煙
〔
那
〕・
□
〔
国
〕
は
除
く
。 

〔
馬
汪
〕

９１

飡
→
餐
※
異
体
字
（「
餐
」
が
正
字
）、

１３６

惱
→
閙 

         

（
二
例
） 

〔
馬
汪
・
唐
〕

１１０

因
→
應
、

６２０

駮
→
剥
、

７２６

管
→
竹
、

７６０

所
→
聽
※
要
有
り
、
３０７

明

→
鳴
※
和
有
り
、

４８１

匹
→
正
※
管
有
り 

 
 
 
 
 
 
 

（
六
例
） 

※

６９９

侵
→
親
〔
馬
那
・
唐
〕
は
、
那
波
本
が
同
じ
に
作
る
の
で
、
馬
元
調
本
以

前
に
生
ま
れ
た
異
同
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

  

十
、
宋
刊
本
に
お
け
る
本
文 

 

こ
こ
ま
で
に
、『
千
載
佳
句
』
本
文
と
刊
本
の
そ
れ
と
の
異
同
も
誤
写
も
し
く
は
異

体
字
の
選
択
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
み
た
上
で
、
鈔
本
の
書
写
に
際

し
て
書
写
者
の
知
識
に
よ
り
誤
写
が
生
じ
る
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
明
・
馬
元
調

本
に
は
意
図
的
な
改
変
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

こ
こ
で
は
、『
千
載
佳
句
』
と
宋
刊
本
の
本
文
に
明
ら
か
な
異
同
が
あ
る
場
合
、
す

な
わ
ち
、『
千
載
佳
句
』
本
文
に
つ
い
て
、
妹
尾
昌
典
氏
の
「
唐
代
の
古
態
を
残
し
て

い
る
箇
所
（
長
所
）」（（
註

２７
）

に
該
当
す
る
例
を
あ
げ
る
。
妹
尾
氏
は
金
子
番
号
３６
番

首
を
取
り
上
げ
て
、
詳
細
な
考
察
を
加
え
る
が
、
本
論
で
は
例
示
に
留
め
、
そ
の
詩

句
の
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
（
１１７
番
首
と
そ
れ
に
対
す
る
神
田
喜
一
郎

氏
の
指
摘
は
上
述
し
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
）
。
な
お
、
先
行
研
究
が
詳
細
す
る
例
は
、「
唐
代

の
古
態
」
を
残
す
本
文
が
文
学
的
に
も
優
れ
て
い
る
例
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
テ
キ
ス

ト
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
妹
尾
氏
の
言
葉
通
り
に
「
唐
代
の
古
態
を
残
し
て
い
る
」

こ
と
が
「
長
所
」
と
看
做
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 



【
用
例
１
】 

３６ 

洲
香
杜
若
抽
心
長 

砂
暖
鴛
鴦
鋪
翅
眠 

 
 

白
／
昆
明
春
水
滿      

 
 
 
 

0
1
3
7
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
神
敦
・
宋
馬
那
汪   

 
 
 

「
新
樂
府 

昆
明
春
水
滿
」 

香
→
芳
〔
和
〕、
長
→
短
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
楽
〕、 

砂
→
沙
〔
和
・
神
敦
・
宋
馬
那
汪
・
唐
楽
〕、
暖
→
煖
〔
唐
〕、
鋪
→
敷
〔
和
〕 

こ
の
詩
句
に
つ
い
て
は
、
妹
尾
昌
典
氏
の
論
が
あ
り
、
旧
鈔
本
や
『
千
載
佳
句
』

が
作
る
「
抽
心
長
」
を
良
し
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
春
に
杜
若
が
生
長
し

て
い
く
の
を
表
現
す
る
と
い
う
語
義
的
な
解
釈
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、「
洲
香
」「
沙

暖
」
が
「
天
子
の
恩
澤
」
を
、「
杜
若
」「
鴛
鴦
」
は
「
都
の
住
民
」
を
暗
喩
し
、「
抽

心
長
」
は
「
天
子
の
恩
澤
」
が
行
き
渡
る
と
い
う
こ
と
を
適
切
に
表
現
す
る
た
め
、

と
い
う
（
註

２８
）
。 

 

【
用
例
２
】 

１３９ 

青
苔
地
上
銷
殘
雨 

綠
樹
陰
前
逐
晚
涼 

 
 

白
／
池
上
逐
涼 

 
 
 
 
 

3
2
6
4
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
宋
馬
那
汪
・
唐 

 
 
 
 
 
 

 

「
池
上
逐
涼
二
首
」 

※
東
京
国
立
博
物
館
藏
「
白
氏
文
集
巻
六
十
六
」
に
有
り
。 

地
→
池
〔
那
〕、
銷
→
消
〔
和
芦

・
馬
汪
・
唐
〕、
雨
→
暑
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕 

こ
の
詩
句
は
「
池
上
逐
涼
二
首
」
其
一
の
首
聯
で
、
靜
永
健
氏
が
東
京
国
立
博
物

館
藏
「
白
氏
文
集
巻
六
十
六
」
所
載
詩
を
検
討
す
る
中
で
刊
本
と
の
異
同
を
指
摘
し
、

旧
鈔
本
系
本
文
を
よ
り
優
れ
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
（
註

２９
）
。
す
な
わ
ち
、
旧
鈔
本
系

本
文
で
は
「
銷
殘
雨
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
宋
刊
本
本
文
で
は
「
銷
殘
暑
」
に
置

換
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
第
一
句
と
第
二
句
と
が
重
複
す
る
意
味
を
も
つ
こ
と
と

な
っ
た
。 

 

【
用
例
３
】 

１５０ 

槐
花
雨
潤
新
秋
地 

桐
葉
風
涼
欲
夜
天 

白
／
祕
省
後
廳 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

2
5
2
9
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐 

 
 
 

「
祕
省
後
廳
」 

涼
→
翻
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

 

第
三
句
と
第
四
句
「
盡
日
後
㕔
無
一
事 

白
頭
老
監
枕
書
眠
」 

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
三
木
雅
博
氏
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
を
検
討
す
る
中
で
、

指
摘
し
て
お
り
、『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
作
る
「
涼
」
よ
り
も
、
刊
本

の
「
翻
」
の
ほ
う
が
「
き
れ
い
に
対
句
を
構
成
」
す
る
た
め
に
、
原
語
は
「
翻
」
で

あ
っ
た
と
す
る
（
註

３０
）
。 

し
か
し
、【
用
例
２
】
や
以
下
に
あ
げ
る
【
用
例
４
】
な
ど
の
用
例
に
お
い
て
も
、

宋
刊
本
の
ほ
う
が
よ
り
対
比
的
な
語
の
選
択
を
し
て
い
て
「
き
れ
い
に
対
句
を
構
成
」

す
る
と
い
っ
て
よ
く
、
す
な
わ
ち
、
対
句
が
よ
り
対
比
的
で
あ
る
こ
と
が
、
唐
代
の

原
態
で
あ
る
こ
と
の
証
に
は
な
ら
な
い
。 

右
の
例
は
七
言
絶
句
で
、『
千
載
佳
句
』
が
収
録
す
る
の
は
そ
の
第
一
句
と
二
句
の

聯
で
あ
る
。『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
の
「
風
涼
」
は
詩
語
と
し
て
な

じ
み
が
薄
い
が
、
第
一
句
で
「
新
秋
地
」
と
し
な
が
ら
、
第
二
句
で
「
落
葉
の
早
い

桐
葉
に
風
が
吹
き
付
け
て
寒
々
し
く
」
と
表
現
し
て
、
第
一
句
か
ら
第
二
句
に
か
け

て
詩
語
を
連
ね
な
が
ら
季
節
が
速
や
か
に
進
行
し
て
い
く
さ
ま
を
巧
み
に
詠
み
、
第

三
句
と
第
四
句
で
は
、
そ
の
季
節
の
流
れ
と
は
対
照
的
に
、
静
の
状
態
に
あ
る
自
分

を
描
い
て
、
そ
の
動
と
静
が
第
四
句
の
老
（
人
生
の
冬
）
と
重
な
る
と
い
う
構
成
を

も
つ
。
宋
刊
本
で
は
季
節
の
進
行
を
表
現
す
る
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
、「
桐
葉
風
翻
」



と
対
句
構
造
が
明
瞭
で
あ
り
、
か
つ
、
意
味
の
と
り
や
す
い
表
現
に
改
変
し
て
い
る
。 

 

【
用
例
４
】 

６５７ 

霜
蓬
老
髪

鬢
イ

三
分
白 

露
菊
新
花
一
半
黃 

白
／
九
月
一 八

イ

日 
 
 
 
 
 
 

3
3
8
2
 

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐 

 
 

「
九
月
八
日
酬
皇
甫
十
見
贈
」 

蓬
→
ナ
シ
〔
管
〕
※
「
霜
」
と
「
鬢
」
の
間
に
「
○
」
を
書
き
入
れ
、
右
に
「
蓬
舊
」、 

老
→
舊
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕・
ナ
シ
〔
管
〕
※
右
に
「
蓬
舊
」、 

髪
鬢
イ

→
鬢
〔
和
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
唐
〕、 

三
分
白
→
三
分
〔
管
〕
※
「
分
」
と
「
露
」
の
間
に
「
○
」
を
書
き
入
れ
、
右
に
「
白
」、 

一 八
イ

→
一
〔
甲
〕 

右
は
七
言
律
詩
で
、『
管
見
抄
』
に
も
収
録
さ
れ
た
該
当
詩
の
頸
聯
に
あ
た
り
、『
和

漢
朗
詠
集
』
に
も
同
一
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。
宋
刊
本
は
第
五
句
の
「
老
」
を
「
舊
」

に
置
換
し
て
お
り
、
第
六
句
の
対
語
は
「
新
」
で
あ
る
の
で
、「
老
」
よ
り
も
宋
刊
本

の
作
る
「
舊
」
の
ほ
う
が
対
比
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
該
当
句
の
尾
聯
は
「
惆

悵
東
籬
不
同
醉 

陶
家
明
日
是
重
陽
」（
惆
悵
す
東
籬
に
同
じ
く
醉
は
ざ
る
を 

陶
家
明
日
是
れ

重
陽
）
に
作
り
、
陶
淵
明
「
雜
詩
十
二
首
」
を
意
識
し
て
詠
詩
さ
れ
た
句
で
あ
る
（
陶
淵

明
は
其
七
に
「
玄
鬢
早
已
白
」
と
詠
む
）。 

 【
用
例
５
】 

１３７ 

夜
深
起
憑
欄
干
立 

滿
耳
潺
湲
滿
面
涼 

白
／
香
山
避
暑
詩
發
句
云 

 
 
 
 
 
 

3
2
6
6
 

歴
九
甲
乙
国
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐 

 
 

「
香
山
避
暑
二
絶
」 

欄
→
闌
〔
馬
汪
〕、
云
→
曰
〔
九
〕 

六
月
灘
聲
似
秋
雨 

香
山
樓
北
暢
師
房 

 
 

 

歴
九
甲
乙
国
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐 

似
秋
→
如
猛
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

右
の
例
は
七
言
絶
句
で
、『
千
載
佳
句
』
で
は
「
發
句
云
」
と
し
て
第
一
句
、
二
句
を
取

り
上
げ
て
い
る
た
め
、
詩
の
全
容
が
示
さ
れ
て
い
る
（「
香
山
避
暑
二
絶
」
其
一
）。
異
同
が
あ

る
の
は
第
一
句
で
、『
千
載
佳
句
』「
似
秋
．
．
雨
」
に
作
る
と
こ
ろ
を
、
宋
刊
本
以
降
の
諸
本

は
「
如
猛
．
．
雨
」
と
す
る
。
唐
詩
の
用
例
で
は
「
秋
雨
」
が
多
い
。「
猛
雨
」
は
本
詩
以
降
に

用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
本
来
、
白
居
易
は
「
秋
雨
」
に
作
る
。 

 

【
用
例
６
】 

５６７ 

雲
露
嵩
峯
當
戸
牗 

月
和
伊
水
入
池
臺 

 
 

白
／
寄
戸
部
侍
郎
勸
買
東
鄰
宅 

 
 

3
2
7
2 

歴
九
甲
乙
国
・
宋
馬
那
汪
・
唐
「
以
詩
代
書
寄
戸
部
楊
侍
郎
勸
買
東
鄰
王
家
宅
」 

露
→
映
〔
宋
馬
汪
・
唐
〕・
映
（
一
作
露
）〔
那
〕、
嵩
→
髙
〔
馬
〕、 

牗
→
牖
〔
宋
馬
那
汪
・
唐
〕
※
「
牖
」「
墉
」
の
異
体
字
。 

右
の
七
言
律
詩
で
は
、『
千
載
佳
句
』
が
採
る
の
は
該
当
詩
の
顎
聯
で
あ
り
、
そ
の
首
聯

で
は
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
、
隣
家
の
購
入
を
勧
め
て
お
り
（「
勸
君
買
取
東
鄰
宅
，
與
我
衡
門

相
並
開
」、
諸
本
異
同
な
し
）、
こ
の
顎
聯
で
は
そ
の
よ
う
に
進
め
る
理
由
の
一
つ
が
述
べ
ら
れ

る
。 

『
千
載
佳
句
』
が
「
露
」
に
作
る
箇
所
を
宋
刊
本
で
は
「
映
」
と
す
る
が
、
那
波
本
は
「
映

（
一
作
露
）」
に
作
り
、『
千
載
佳
句
』
本
文
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（「
露
」
は
こ
こ
で
は

動
詞
で
、「
露
（
あ
ら
は
）
し
て
」）。 



【
用
例
７
】 

６７６ 

酒
盞
杷
時
湏
滿
々 

花
枝
攀
處
欲
紛
々  

 
 
 

白
／
花
下
自
勸
酒 

 
 
 
 
 

0
7
0
3
 

歴
九
甲
乙
国
・
管
・
宋
馬
那
汪
・
萬
唐 

 
 
 
 
 
 

  

「
花
下
自
勸
酒
」 

※
要
文
抄
有
、
異
同
な
し
。 

杷
時
→
酌
來
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、
湏
→
須
〔
宋
馬
汪
・
萬
唐
〕、 

攀
處
→
看
即
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕、
欲
→
落
〔
宋
馬
那
汪
・
萬
唐
〕 

右
に
挙
げ
る
の
は
七
言
絶
句
で
、『
千
載
佳
句
』
が
採
る
の
は
そ
の
第
一
句
、
第
二

句
で
あ
る
（
第
三
句
・
第
四
句
「
莫
言
三
十
是
年
少 

百
歳
三
分
已
一
分
」
諸
本
異
同
な
し
）
。
本
文

に
や
や
大
き
な
異
同
が
あ
る
。
宋
刊
本
で
は
酒
の
盃
を
満
た
し
て
花
の
枝
を
見
れ
ば

は
ら
は
ら
と
花
び
ら
の
舞
い
降
り
て
来
る
様
を
詠
み
、
旧
鈔
本
（『
管
見
抄
』『
要
文
抄
』）
・

『
千
載
佳
句
』
の
本
文
は
、
花
の
咲
く
枝
に
力
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
が
盛
り
の
花
だ

と
し
て
も
散
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
と
し
、
句
意
に
や
や
大
き
な
違
い
が
あ
る
。 

  

『
千
載
佳
句
』
白
詩
か
ら
宋
刊
本
へ
の
本
文
の
異
同
の
あ
る
例
の
い
く
つ
か
を
み

た
。
白
詩
「
長
恨
歌
」
の
急
鈔
本
本
文
「
舊
枕
故
衾
誰
與
共
」
に
対
し
て
、
宋
刊
本

は
「
翡
翠
衾
寒
誰
與
共
」
と
作
る
と
い
っ
た
大
き
な
改
変
は
、『
千
載
佳
句
』
所
載
の

白
居
易
詩
句
に
は
見
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
対
句
構
造
の
語

の
選
択
が
あ
り
、
白
居
易
作
品
研
究
を
行
う
上
で
は
、
旧
鈔
本
本
文
を
参
照
す
る
必

要
が
あ
る
よ
う
な
異
同
が
あ
る
こ
と
の
一
端
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。 

   

十
一
、
お
わ
り
に 

 

拙
稿
「「
千
載
佳
句
』
白
詩
校
異
」
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
①
『
千
載
佳
句
』
本
文

が
旧
鈔
本
の
そ
れ
と
誤
写
と
異
体
字
の
範
囲
で
同
文
に
作
り
（
二
、『
千
載
佳
句
』
と
旧
鈔

本
の
本
文
）、『
新
撰
朗
詠
集
』
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の

独
自
の
改
変
の
様
相
を
見
た
（
三
、『
千
載
佳
句
』
と
平
安
朝
朗
詠
集
の
本
文
）
。
そ
の
上
で
、

異
同
の
あ
る
箇
所
を
検
証
し
、
②
草
書
体
の
類
似
か
ら
誤
写
が
生
じ
る
例
を
紹
介
し
、

宋
本
に
お
い
て
も
、
草
書
体
本
文
か
ら
写
す
段
階
が
あ
る
た
め
、
同
様
に
誤
写
が
生

じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
（
三
、
草
書
体
の
類
似
か
ら
発
生
す
る
異
同
）
、
③
意
符
の
有
無

や
相
違
の
あ
る
異
同
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
実
態
と
そ
の
異
同
の
背
景
に
広
義
の

「
異
体
字
」
の
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
定
の
提
示
（
五
、
同
義
語
・
類

義
語
に
お
け
る
字
の
選
択
）
、
④
日
本
独
自
の
漢
字
の
使
用
例
が
『
千
載
佳
句
』
に
見
ら
れ

る
こ
と
（
六
、『
千
載
佳
句
』
に
お
け
る
特
殊
な
異
体
字
）
、
⑤
明
・
馬
元
調
本
に
よ
り
別
の
異

体
字
に
置
き
換
え
ら
れ
る
例
が
多
く
、
さ
ら
に
意
図
的
だ
と
思
わ
れ
る
本
文
の
改
変

が
見
ら
れ
る
こ
と
（
八
、
明
・
馬
元
調
本
に
よ
る
本
文
の
改
訂
）、
⑥
『
千
載
佳
句
』
の
誤
写

の
中
に
は
誤
解
か
ら
生
じ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
（
四
、
文
字
の
反
転
に
よ
る
異
同
、
お
よ
び
、

七
、
文
化
的
背
景
の
相
違
か
ら
生
じ
る
誤
写
）
を
見
た
。
そ
し
て
、
⑦
以
上
の
操
作
を
経
て
、

旧
鈔
本
本
文
と
確
定
で
き
る
よ
う
な
本
文
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
た
。 

『
千
載
佳
句
』
所
載
唐
詩
句
を
旧
鈔
本
系
本
文
と
同
じ
に
扱
う
に
は
、
広
義
の
「
異

体
字
」
と
仮
に
呼
ん
だ
問
題
の
解
決
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
旧
鈔
本
系
本
文
と

認
定
し
た
な
ら
ば
、『
千
載
佳
句
』
の
千
首
を
超
え
る
収
録
詩
は
、
そ
の
数
の
多
さ
ゆ



え
に
、
旧
い
本
文
か
ら
刊
本
本
文
へ
の
異
同
の
要
因
を
探
り
得
る
素
材
の
一
つ
に
な

る
で
あ
ろ
う
。 

  

註 （
１
）
旧
鈔
本
と
宋
刊
本
の
本
文
の
間
に
多
く
の
異
同
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
白
居
易
詩
に
関
す
る
例
で
は
、
平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定
『
白
氏
文
（
全

三
巻
）（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
一
年
）
が
そ
の
詳
細
を
ま
と
め
て
い
る
。 

（
２
）
稿
者
は
『
千
載
佳
句
』
所
載
の
許
渾
詩
を
考
察
し
、
そ
の
本
文
が
旧
鈔
本
系
本
文
で
あ
る
こ

と
を
説
い
た
（『
千
載
佳
句
』
許
渾
詩
校
異
」（『
文
学
研
究
論
集
』

４６

（
明
治
大
学
大
学

院
、
二
〇
一
七
年
二
月
））。 

（
３
）
妹
尾
昌
典
「『
千
載
佳
句
』
の
校
勘
」（『
成
城
国
文
学
』
７
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

一
九
九
一
年
））。 

（
４
）
神
鷹
徳
治
氏
私
信
。 

（
５
）
拙
稿
「『
全
唐
詩
』
の
校
訂
―
白
氏
新
楽
府
を
中
心
に
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
１
５
号

（
白
居
易
研
究
会
・
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
収
録
）
参
照
。 

（
６
）
白
詩
の
旧
鈔
本
と
刊
本
の
異
同
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
。（
１
）
の
平
岡
武
夫

氏
と
今
井
清
氏
の
著
作
が
そ
の
嚆
矢
で
あ
り
、
近
年
で
は
靜
永
健
「
東
京
國
立
博
物
館
藏
古

筆
殘
卷
「
白
氏
文
集
卷
六
十
六
」
の
本
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
５
５
、
二
〇

〇
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

（
７
）
こ
の
時
代
区
分
は
、
妹
尾
昌
典
「『
千
載
佳
句
』
の
校
勘
」（『
成
城
国
文
学
』
７
（
一
九
九
一

年
三
月
））
に
よ
る
。 

（
８
）
山
本
ま
り
子
「
葦
手
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
位
置
」（『
中
古
文
学
』

６１

、
一
九
九
八
年
五

月
）、「
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
―
葦
手
本
を
中
心
と

し
て
―
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』

１６

、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。 

（
９
）
金
原
理
「
肥
前
島
原 

松
平
文
庫
「
千
載
佳
句
」
に
つ
い
て
」（『
語
文
研
究
』
１
７(

九
州
大

学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
六
四
年
三
月
）、
松
平
黎
明 

編
『
松
平
文
庫
影
印
叢
書 

第
１
８

巻 (

漢
詩
文
集
編)

）』（
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）
の
木
村
晟
氏
と
妹
尾
昌
典
し
に
よ
る
解

題
、
後
藤
昭
雄
『
貴
重
典
籍
叢
書 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵 

文
学
篇 

第

２１

巻 

（
漢
詩

文
）』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
の
千
載
佳
句
解
説
、
お
よ
び
、「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
本
『
千
載
佳
句
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
１
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。 

（
10
）『
千
載
佳
句
』
書
写
者
が
底
本
本
文
を
尊
重
し
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
例
か
ら
も
窺
わ
れ

る
。 

① 

本
文
に
音
注
を
挿
入
し
て
い
る
こ
と
。例「

９５

殘
鶯
着
雨
慵
休
囀 

落
絮
無
風
凝（
去

聲
）不
飛 

白
／
春
盡
日
感
事
獨
吟
」。旧
鈔
本
に
は
音
注
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

編
者
は
底
本
か
ら
そ
の
箇
所
も
写
し
取
っ
て
お
り
、江
戸
中
期
写
本
ま
で
こ
の
音
注
は
保
存

さ
れ
て
い
る
。 

② 

鎌
倉
写
本
は
最
後
に
詩
の
総
数
を
挙
げ
て
「
詩
千
八
十
二
首
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
小

字
で
「
イ
本
云
今
檢
千
七
十
九
首
ト
云
今
三
勺
可
尋
之
」
と
あ
り
、
江
戸
写
本
四
本
は
と
も

に
そ
れ
を
書
き
と
っ
て
い
る
。
鎌
倉
写
本
に
は
二
丁
の
脱
落
が
あ
り
（
後
藤
）
正
確
な
詩
数

を
知
る
術
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
写
本
収
録
詩
数
は
一
〇
八
三
首
で
、「
詩
千
八
十
二

首
」
を
上
回
っ
て
い
る
。 

③ 
鎌
倉
写
本
に
小
字
で
挿
入
が
あ
る
箇
所
を
江
戸
写
本
は
小
字
の
ま
ま
で
書
き
写
し（
後

藤
）、「
冬
興
」
三
首
目
を
そ
の
前
の
部
「
初
冬
」
に
入
れ
る
記
号
も
ま
た
、
九
州
大
学
本
を



除
い
て
、
そ
の
ま
ま
記
し
て
い
る
（
九
州
大
学
本
は
其
の
記
号
の
指
示
に
し
た
が
っ
た
配
列

を
し
よ
う
と
し
て
間
違
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。 

(

11)
三
木
雅
博
氏
「「
和
漢
朗
詠
集
」
平
安
古
写
本
の
佳
句
本
文
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て-

―
〈
朗
詠
〉

の
も
た
ら
し
た
も
の
」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編『
国
語
国
文
』
５５
（
４
）

（
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
四
月
）、
後
に
、
三
木
雅
博
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』（
勉

誠
社
、
一
九
九
五
年.
）
収
録
）。 

（
12
）「
古
」
と
「
枯
」
の
異
同
に
つ
い
て
は
、(

11)

の
三
木
氏
論
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
音
を
重
視
し
た
日
本
に
お
け
る
本
文
改
変
と
さ
れ
て
い
る
。 

（
13
）
白
詩
新
楽
府
の
刊
本
の
本
文
に
お
い
て
も
、
こ
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。（
４
）

の
拙
稿
参
照
。 

（
14
）
船
田
想
氏
は
「
猿
投
神
社
所
蔵
写
本
『
史
記
集
解
』
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
」（
神
鷹
徳
治
・

静
永
健
編『
旧
鈔
本
の
世
界 

漢
籍
受
容
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
一
年
））

に
お
い
て
、旧
鈔
本
本
文
に
お
い
て
必
ず
し
も「
万
」が
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
萬
」

の
用
例
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。 

（
15
）
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）

収
録
。 

（
16
）
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
中
村
印
刷
出
版
部
・
彙

文
堂
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
17
）
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）。 

（
18
）
妹
尾
昌
典
氏
の
（
３
）
の
論
文
に
、
林
羅
山
が
『
梅
村
載
筆
』
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
本
文
を

論
じ
て「
妄
意
に
改
め
」る
と
指
摘
す
る
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る
。三
木
氏
の
論
文
は（
11
）

に
同
じ
。 

（
19
）（
11
）
の
三
木
氏
の
論
文
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。 

（
20
）
山
口
謠
司
「『
秘
府
略
』
紙
背
に
見
え
る
『
尚
書
』
の
本
文
」（
神
鷹
徳
治
・
静
永
健
編
『
旧

鈔
本
の
世
界 

漢
籍
受
容
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
））
で
は
、
旧

鈔
本
で
は
し
ば
し
ば
手
偏
と
木
偏
が
区
別
さ
れ
な
い
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。 

（
21
）
中
村
義
竹
輯
・
岡
谷
義
端
重
訂
『
草
露
貫
珠
』
国
会
図
書
館
蔵
本
（
松
雲
齋
柳
枝
軒
蔵
版
、

一
七
〇
〇
年
）、
お
よ
び
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
松
雲
斎
柳
枝
軒
蔵
版
、
一
七
二
一

年
。
古
典
蹟
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
画
像
有
り
（
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
六
日
）： 

 
http://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/chi06/chi06_03781/index.htm

l

） 

（
22
）（
３
）
の
妹
尾
氏
論
文
に
同
じ
。 

（
23
）（
11
）
の
三
木
氏
論
文
な
ど
。 

（
24
）
太
田
晶
二
郎
「「
百
練
抄
」
か
「
百
錬
抄
」
か
」（『
日
本
歴
史
』
２９

、
一
九
五
〇
年
十
月
）。

後
に
、『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
第
一
冊
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
に
収
録
）。 

（
25
）『
佚
名
唐
詩
集 

白
氏
長
慶
集
第
廿
二
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）
の
神
田
喜

一
郎
氏
の
解
説
。 

（
26
）
拙
稿
「『
千
載
佳
句
』
元
稹
詩
校
異
」（『
文
学
研
究
論
集
』

４５

（
明
治
大
学
大
学
院
、
二

〇
一
六
年
九
月
））
か
ら
の
引
用
。 

（
27
）
妹
尾
昌
典
氏
の
（
３
）
の
論
文
に
同
じ
。 

（
28
）
妹
尾
昌
典
氏
の
（
３
）
の
論
文
に
同
じ
。 

（
29
）
靜
永
健
「
東
京
國
立
博
物
館
藏
古
筆
殘
卷
「
白
氏
文
集
卷
六
十
六
」
の
本
文
に
つ
い
て
」（『
日

本
中
国
学
会
報
』

５５

、
二
〇
〇
三
年
）。 

（
30
）（
11
）
の
三
木
氏
論
文
に
同
じ
。 

 


